




序
　
　本書は、平成18年度に引き続き農免農道整備事業牟礼小野地区建設工事に伴い山口県
山口農林事務所からの委託を受けて、山口県ひとづくり財団が実施した、防府市大字真
尾地内に所在する真尾猪の山遺跡の発掘調査結果をまとめたものです。
　真尾猪の山遺跡地区の所在する佐波川中流域では、過去考古学的な調査が十分行われ
ていませんでしたが、近年の発掘調査によって貴重な遺跡が見つかっています。
　当財団ではこれまで平成16年度の井ノ山遺跡、平成18年度の真尾猪の山遺跡（Ⅰ・Ⅱ・
Ⅲ地区）と隣接する地区の調査を行ってまいりました。その結果、弥生時代を中心にこの
地に暮らした人々の遺構や遺物が数多く出土しました。
　今年度の調査では、弥生時代の高地性集落跡や古代の遺構や遺物が数多く見つかり、
丘陵の頂上部から谷間にかけての斜面を整地して生活を営んでいたことがわかりました。
この調査で得た成果は、当地域の集落の移り変わりや性格を考える上で大変貴重な資料
となるものであります。
　このような調査記録を収録した本書が、学術研究のみでなく、文化財への理解や郷土
の歴史を学ぶ資料として、幅広く活用されることを願うものであります。
　おわりに、当発掘調査の実施並びに報告書の作成に当たってご協力いただいた関係各
位に対し、厚くお礼申し上げます。

平成20年３月

財団法人　山口県ひとづくり財団
理 事 長　  瀧　井　　　勇



例　　言
１�　本書は、平成19年度に実施した、真尾猪の山遺跡（山口県防府市大字真尾地内）の発掘調査報告

である。

２�　調査は、農免農道整備事業牟礼小野２期地区建設工事に伴い、財団法人山口県ひとづくり財団が

山口県山口農林事務所の委託を受けて実施したものである。

３　調査組織は次のとおりである。

　　　調査主体　　財団法人山口県ひとづくり財団　山口県埋蔵文化財センター

　　　調査担当　　文化財専門員　　谷口　哲一

　　　　　　　　　　　〃　　　　　吉中　雅信

　　　　　　　　　　　〃　　　　　川本　晃

　　　　　　　　　　　〃　　　　　岩田　謙治

　　　　　　　　　調　査　員　　　山本　寛子

４�　調査にあたっては、山口県教育委員会、防府市教育委員会、山口県山口農林事務所並びに地元関

係各位から協力・援助を得た。

５�　本書の第１図は国土地理院発行の２万5,000分の１地形図「矢田」を複製使用した。また第２図調

査区設定図は、山口農林事務所から提供された地形図をもとに作成した。

６�　石材の鑑定については、山口県立山口博物館　亀谷　敦氏に依頼した。なお、石材鑑定は表面観

察によるものである。

７　本書に使用した方位は、国土座標（世界測地系）で示し、標高は海抜標高（ｍ）である。

８�　本書に使用した土色の色調表記は、農林省農林水産技術会議事務局（監修）『新版標準土色帖』

Munsell方式に従った。

９�　図版中の遺物番号は、実測図の遺物番号と対応する。また遺物実測図において、断面黒塗りは須

恵器をあらわす。

10　本書で使用した遺構略号は、次のとおりである。

　　ＳＢ：竪穴住居跡・建物跡　　ＳＫ：土坑　　　ＳＤ：溝状遺構　　　ＳＰ：柱穴　

　　ＳＸ：性格不明遺構

11�  本書の挿図・写真は、谷口・吉中・川本・岩田・山本が分担して作成した。各章の執筆担当は次

のとおりで、編集は谷口が行った。

　　Ⅰ　岩田、Ⅱ　吉中、Ⅲ－１　吉中・川本・岩田、Ⅲ－２　谷口・山本、Ⅳ　吉中・谷口
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図版28　左１：ＳＫ３遺物出土状況（東から）	 右１：ＳＫ４完掘状況（南から）
　　　　左２：ＳＫ５土器出土状況（北西から）	 右２：ＳＫ６土器出土状況（北西から）
　　　　左３：ＳＫ６土層断面（北西から）	 右３：ＳＫ６土器出土状況（南東から）
　　　　左４：ＳＫ７完掘状況（南西から）	 右４：ＳＫ８完掘状況（西から）
図版29　出土土器①	 図版30　出土土器②
図版31　出土土器③	 図版32　出土土器④
図版33　出土土器⑤	 図版34　出土土器⑥
図版35　出土土器⑦	 図版36　出土土器⑧
図版37　出土土器⑨	 図版38　出土土器⑩
図版39　出土土器⑪	 図版40　出土土器⑫
図版41　出土土器⑬	 図版42　出土土器⑭
図版43　出土土器⑮	 図版44　出土土器⑯・土製品
図版45　出土石器①	 図版46　出土石器②
図版47　出土石器③・鉄器	 図版48　炭化種子・炭化米
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ᶗ　遺跡のҐஔͱڥ؀
１　地ཧతڥ؀（第１図）

　真尾猪の山遺跡は、防府市の大字真尾地内に所在する。防府市は山口県の中ԝ部に位置し、県Լ࠷

大のԭ積平໺をもつ。その平໺を࡞り出した佐波川は、その中ྲྀ域においてڱいとこΖで数ඦｍ、޿

いとこΖで1�5	ᶳఔの෯を持つ谷ఈ平໺をܗ成している。平໺周辺部は෩化のܹしいՖቋ岩質である

ことから、่ 落ଯ積やਁ৯࡞用、ઔ状地のܗ成などにより、Ώるやかな斜面や丘陵地がܗ成されている。

佐波川左岸においても松尾山から川に޲かっていくつもの丘陵とそれにڬまれた谷があり、そのうͪの

比ֱతΏるやかなඍ高地と丘陵部に真尾猪の山遺跡は޿がっている。ࠓճの調査ର৅地は、遺跡の範

囲のうͪ、佐波川が௕い年月をかけて࡞り出したこの谷ఈ平໺を一๬することができる標高約80ｍの

ಠཱ丘陵である。
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　遺跡のある当地域は、小野地区と呼ばれている。東の松尾山、西の八幡岳、北の山口尾、そして「真

尾富士」と呼ばれる南に位置する矢筈ヶ岳の美しく雄大な裾野に囲まれた比較的狭い平野を指している。

中流域で最も広い平野部であり、防府平野へ向かう流路と、矢筈ケ岳東裾部を通り牟礼地域へ抜ける

峠道の、地形的分岐点にあたる。そのため交通の要衝として佐波川流域では重要な位置を占めていたが、

洪水や土砂崩れなどの災害を引き起こす「暴れ川」であったため、小野地区の人々は、川からの恵みを

受けながらも、災害に立ち向かいながらそのしるしを大地に刻んで生きてきた。

２　歴史的環境
　小野地区において、生活の痕跡を確認できるのは現在のところ縄文時代からである。佐波川右岸の

小野中学校敷地遺跡で早期の押型文土器が、井ノ山遺跡では草創期の有舌尖頭器が、そして、18年度

の真尾猪の山遺跡調査区では早期・晩期の土器が出土し、この地域に早い時期から人々が住んでいた

ことが分かり、生活に適した土地であることがうかがえる。

　稲作が始まり定住・人口増加が始まる弥生時代になると、居住範囲が急速に広がっていく。主な遺

跡としては、真尾猪の山遺跡、井ノ山遺跡、下和字遺跡、佐波川を挟んで大井谷遺跡、奈美松ヶ谷遺跡、

岡田遺跡、宮の前遺跡、鈴屋八幡宮遺跡がある。これらの遺跡の分布は、谷底平野部にはほとんどな

く、佐波川の氾濫を避けるように周辺の丘陵地に立地していることが指摘できる。このうち井ノ山遺

跡では前期末から中期前半の青銅製の鑿が、平成18年度真尾猪の山遺跡Ⅰ地区からは中期後半から

末の鉄器が発見された。当時において金属器の所持は中心的な集落であることを示しており、井ノ山、

真尾猪の山さらには弥生時代から古墳時代初頭の石棺墓群である下和字遺跡を含めた佐波川中流域左

岸一帯において、拠点的な集落が存在したと想像される。

　さらに、弥生時代中期には防府平野側でみられる高地性集落も、当地域の真尾猪の山遺跡Ⅳ地区に

出現する。高地性集落は小高い丘の上に集落をつくるもので、防府平野では青少年科学館「ソラール」

周辺の井上山遺跡、佐波川を挟んでそれと向かい合う大崎遺跡がその代表である。井上山遺跡は、弥

生時代中期から後期に営まれた瀬戸内海沿岸の典型的な高地性集落で、桑山西麓の標高50ｍに位置する。

分銅形土製品や、板状鉄斧をはじめとする鉄器が出土している。一方、同時期の大崎遺跡は環濠を有

する集落跡で、西目山裾部の標高60ｍに位置する。高地性集落の性格は、ムラ同士の争いなど社会

的緊張状態における防御的集落とみられている。真尾猪の山遺跡Ⅳ地区もその立地や鉄器の出土から

同様な遺跡であり、その成立には防府平野側の社会状況が大きく関連しているのであろう。 

　古墳時代以降中世にかけては、集落遺跡や遺物の分布は少なく、埋葬遺跡では右岸の奈美松ヶ谷古

墳及び左岸の井手山古墳群が知られている程度である。このことは古墳時代以後も、佐波川の流路変

更が頻繁にあり平地の氾濫原化が理由として考えられ、それに伴う堆積により平地部で中世遺物が散

見されている。なお、防長風土注進案中の寺伝によれば、本遺跡の背後にある松尾山には、桓武天皇

時代に創建され、戦国期に焼失したとされる松尾山天皇院光明寺があり、山腹には12の坊堂をもつ規

模の大きな寺院であったとされている。調査でも同時代の遺物が認められるが、明確な遺構は未だ確

認されていない。近代以降は大きな開発も少なく、今なお多くの遺跡が眠る古の地区である。

〈引用・参考文献〉　防府市史編纂委員会『防府市史　資料Ⅱ　考古資料・文化財編』、『防府市史　通史Ⅰ　原始・古代・中世』2004年。

　　　　　　　　　山口県文書館編『防長風土注進案』第10巻　三田尻宰判下  1965年。　　　　

　　　　　　　　　小野郷土史研究会『ふるさと小野』創刊号　1985年。



－�－

Ⅱ　調査の経過
１　調査に至る経緯
　農免農道整備事業牟礼小野地区建設工事予定地の南側延長に伴い、平成17、18年度に山口県教育

委員会による試掘調査が行われた結果、道路建設予定地内に埋蔵文化財が埋存していることが明らか

となった。これを受けて、山口県教育委員会と山口県山口農林事務所などの関係機関による協議の結

果、施工予定範囲内での発掘調査が必要であるという判断がなされ、平成18年度には5,600㎡（Ⅰ・Ⅱ・

Ⅲ地区）について、財団法人山口県ひとづくり財団山口県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施した。

調査では、弥生時代中期を中心とする遺構や遺物が出土した。平成19年度は、平成18年度に引き続

いて工事路線内で埋蔵文化財の埋存が確認されている4,000㎡（Ⅳ・Ⅴ地区）について、山口農林事務

所の委託を受け当センターが引き続いて発掘調査を実施することとなった。

　調査にあたって遺跡名は、山口県教育委員会が作成した山口県文化財地図情報システムの埋蔵文化

財データによると、今年度調査区も埋蔵文化財包蔵地「真尾猪の山遺跡」の範囲内であることから、同

じ遺跡名とした。また調査区については、昨年度調査区であるⅢ地区に隣接する丘陵部をⅣ地区とし、

これと谷を隔てた東側斜面の調査区を北から順にⅤ－1地区・Ⅴ－2地区とした（第2図）。

　なお調査報告書については、平成18年度の調査成果についてはすでに『真尾猪の山遺跡』（山口県埋

蔵文化財センタ－調査報告第62集）として刊行されていることから、平成19年度の調査成果を『真尾

猪の山遺跡Ⅱ』としてここに報告する。

２　調査の概要
　発掘調査を始めるにあたっては、4月から調査区の現況確認を行った上で関係機関との打ち合わせ

を行うとともに、近隣の小中学校・警察署・消防署等に安全確保のための理解と協力を要請した。

　調査区内はすでに18年度末までに立木の伐採・搬出が終っており、作業員による作業を行う前に調

査区外の急斜面との境に杭を打ち、ロープを張るなど転落事故防止の措置を行った。調査区内においても、

斜面の上がり下がりに使えるような簡易な手すりを設置し、斜面での作業で特に危険な箇所には昇降

部分を設けるなど安全に作業ができるように心がけた。

　現地調査は、6月初旬から開始し、最初に各地区にトレンチを設定して作業員による掘込みを行った。

急斜面での掘込みは多くの時間を要したが、設定した計10ヶ所のトレンチすべてから遺構や遺物が出

土した。Ⅳ地区頂上部からは、花崗岩風化土の地山面に竪穴住居跡や土坑等の遺構を確認することが

できた。Ⅳ・Ⅴ地区の斜面からは意図的に掘削・整地をして平坦面をつくり出した箇所が確認され、

そこからも多くの土坑や遺物を確認した。

　トレンチの試掘成果を基に、表土から遺構面まで浅いⅣ地区頂上部は人力で、それ以外のⅣ地区・

Ⅴ地区の斜面は主に重機によって表土除去を行うこととなった。調査区周辺に廃土場が確保できず、

路線内に廃土を仮置きする方法をとったが、廃土運搬の関係などから廃土場が制約されてしまい、作

業にあたっては多くの労力を要することとなってしまった。しかし、調査期間中は幸いにも台風など

による調査区内への被害もなく、天候にも恵まれたこともあり発掘作業を順調に進めることができた。

　8月中旬に入り、Ⅳ地区頂上部の表土除去が終了した範囲から順次遺構検出を行っていった。その結果、
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調査区全域から遺構を確認することができ、弥生土器を中心とする遺物が多数出土した。特に、Ⅳ地

区の頂上部には弥生時代の遺構群に加えて、古代の遺構も分布していることがわかった。このことか

ら調査区全体について弥生時代遺構のみではなく、古代の遺構についても注意を払いながら遺構検出

を行っていった。遺構検出の結果、Ⅳ地区の頂上部全体、さらには斜面でも竪穴住居跡、土坑、溝状

遺構、段状遺構、経塚、かまど跡等の弥生時代および古代の遺構が確認され、遺構の密度が高いこと

が判明した。これに対してⅤ地区は調査区が狭い斜面であることもあってⅣ地区に比べると遺構の密

度は低かったが、弥生土器を中心とした遺物が出土し、段状遺構や土坑が見つかった。

　８月下旬に国土座標杭を設置した後、光波距離計による測量などによって遺構配置図を作成し、遺

構の分布や数を確認し、それを基に今後の掘込みの計画を検討した。遺構掘り込みは、まず遺構が多

く検出されているⅣ地区南側頂上部から、竪穴住居跡など大型の遺構から優先して掘込みを行った。

その後、Ⅳ地区の進捗をみてⅤ地区の遺構の掘込みを順次進めていった。掘込みを進める中で、Ⅳ地

区の土坑内から炭化種子や炭化米が出土するなど今年度の調査区を特徴づける遺構が次々と現れてきた。

これと並行して遺構の個別実測や写真撮影など遺跡の記録作業も行っていった。この間、大雨による

土砂崩落や調査区外への濁水流出を防止する為に、防護柵、シートによる養生、濁水排水パイプなど

を調査区内や隣接する廃土場に設置した。

　しかし、掘込みが進むにつれて遺構の深さや数の多さから遺構から出る廃土の量が多くなったため、

10月上旬には調査区の傍に仮置きしていた廃土を重機で路線内の廃土場まで移動するなどの残土処理

を実施した。

　10月上旬からは、遺構の個別実測や写真撮影など遺跡の記録作業を中心に調査を進めた。これらが

ほぼ終了した12月11日には、ラジコンヘリコプターによる遺跡の空中写真撮影及び写真測量を実施した。

その後、写真測量の成果品などをもとに図面・写真等の整理や最終確認を行い、大型の土坑は安全の

ために一部埋め戻しや廃土場の養生などの安全対策作業を済ませ、12月27日に現地調査をすべて終了

した。

　これらの調査期間中に、発掘調査の成果を広く一般に公開すべく12月10日に遺跡現地説明会を実

施した結果、地元の住民を中心に約70名の見学者があった。多くの見学者は実際に発掘された遺構や

遺物を間近に見学し、当時の生活に思いをはせる貴重な体験となった。また、現地説明会後も遺跡の

ことをきいて現地を訪れる見学者が多かったことからも、本遺跡への関心の高さがうかがえた。

　これらの調査期間中には、地域の郷土学習の場として活用してもらうために10月1日には山口市立

島地小学校の6年生8名による発掘体験学習や、6月から計3回にわたる防府市立小野小学校のクラブ

活動で遺跡見学や土器の接合体験などの出前講座を実施した。

　現地調査終了後は、山口県埋蔵文化財センターにおいて、調査資料の整理、出土遺物の復元と実測

及び写真撮影を行い、この報告書を刊行するに至った。
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第 3図　IV 地区遺構配置図
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Ⅲ　調 査 の 成 果
１　遺　構
　今年度調査区は、松尾山から佐波川に向かって張り出す丘陵のうち、標高約80ｍを頂部とする独立

丘陵状の頂上部およびその東側斜面（Ⅳ地区）と、谷を挟んだ西側斜面（Ⅴ地区）である。基本層序は、

花崗岩風化土の黄褐色砂質土で、これを地山として遺構が掘り込まれているが、斜面側は低位ほど地

山流出土が堆積し、これを遺構面としている。またⅤ地区ではこれらの上に旧表土とみられる炭を含

む褐色土が薄く堆積している範囲も確認された。以下地区ごとに主な遺構について解説する。

（１）Ⅳ地区（第３図）

　Ⅳ地区は、馬背状の丘陵頂上から谷側斜面にかけて南北約100ｍ、東西約36ｍの範囲である。検出

された遺構は、竪穴住居跡11棟、土坑113基、溝状遺構6条、段状遺構14基、階段状遺構、経塚、か

まど跡、焼土坑、焼土跡、斜面を小規模に段カットした性格不明遺構が５基である。遺構は調査区全

域に広がっており、急斜面にも段状遺構による平坦面の造成を基に遺構群が展開するのが特徴的である。

以下、主な遺構について解説する。なお、遺構の場所については、丘陵頂上部では標高の最高点周辺（経

塚、ＳＢ４周辺）を「頂上部中央」、以東を「頂上部東側」（ＳＢ２、３周辺）、以西を「頂上部西側」（Ｓ

Ｂ１周辺）とする。斜面においては、頂上部中央から南東側へ延びる小さな尾根筋を境に、東から順に「谷

部」、「頂上からの張り出し部」、「西側斜面」として標記した。

ア　竪穴住居跡（ＳＢ）

　竪穴住居跡・建物跡は11棟検出され、古代とみられるＳＢ９以外は弥生時代中期に属する。

ＳＢ２（第５図　図版６）

　頂上部東側では３棟の竪穴住居跡が検出され、その中でもっとも残存状態がよい。平面は円形で、

長軸4.9ｍ、短軸4.55m。床面積は15.3㎡である。床面はほぼ平坦で西側の壁の残りがよく、42㎝を測り、

やや外傾して立ち上がる。周溝は検出されなかった。主柱穴は５本で、等間隔で住居内を円形に巡る。

規模は径30～50㎝、深さは最大で59㎝。住居の中央には長軸100㎝、短軸78㎝、深さ20㎝の中央土

坑が位置し、弥生土器の壺（６）が出土した。住居西側で炭化材、焼土を含む埋土があり、その上を

覆うように住居全体に黄橙色砂質土が堆積することから、焼失住居を埋め戻した可能性がある。また

住居周囲には十数個の小さな柱穴がめぐることから、屋根の支柱とみられる。出土遺物は弥生土器（６・

７）、鉄器（329）、剥片が出土した。なおＳＢ２はＳＫ93と重複しているが、その前後関係は不明である。

そのためＳＫ93上部付近から出土した紡錘車（300）については、その帰属は明らかでない。

ＳＢ３（第６図　図版６）

　頂上部東側で、ＳＢ２と隣接するように位置する。南側の壁は流失している。北側壁面は最大27㎝

を測り、その立ち上がりはゆるやかで、底面は平坦で南側に傾斜する。平面形は円形で、長軸3.63ｍ、

短軸3.33ｍ、床面積は推定8.9㎡で、比較的小さな竪穴住居跡である。主柱穴は２本で、その規模は

径30～40㎝、深さは50～60 ㎝である。ＳＢ３はＳＫ104 と重複してるが、土層断面の観察からＳＫ

104 の方が新しいと判断される。ＳＢ２同様、周囲には小さな柱穴がめぐり、支柱であったとみられる。

出土遺物は弥生土器片が少量出土した。
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ＳＢ５（第６図　図版９）

　頂上部東ଆで、̨̗２・３にྡ઀し、住居ೆ൒部は１号段状遺構による࡟平をडけてফ失している。

平面ܗはԁܗと推ఆされ、࢒ଘ஋で௕࣠5�1ｍ、୹࣠1�3ｍで、น高は30ᶲである。চ面は平ୱで、น

面はਨ௚にཱͪ上がる。周溝はݕ出されていない。住居内には௕࣠70ᶲ、୹࣠70ᶲ、ਂさ20ᶲの中

ԝ土坑をڬΉようにਂさ37〜40ᶲ、20ܘᶲの主柱穴が２本確認された。遺物は、চ面から弥生土器

（̔・９）が、埋土中からۀ࡞୆が出土した。なお住居東ଆで̨̠101とॏෳしているが、લޙ関܎は

不明である。

ＳＢ８（第７図　図版９）

　頂上部西ଆに位置する柱穴のみの竪穴住居跡である。調査区୺に主柱とみられるܘ約50ᶲ、ਂさ55

〜65ᶲの柱穴が̐本ԁܗにΊ͙ることから、࡟平によりน体をফ失した竪穴住居跡であると൑அした。

住居は、柱穴の഑置から、調査区֎に２本、６ܭ本の主柱穴からなるとみられ、௕࣠約5�4ｍの平面௕

ԁܗであると推ఆされる。中ԝ土坑෇ۙにۀ࡞୆とݟられる石ࡐがݕ出された。弥生土器 （ു13）が

出土した。面積は推ఆ19�2㎡。

ＳＢ１（第７図　図版９）　　　

　頂上部西ଆに位置し、̨ ̗̔とྡ઀する。東ଆのนは斜面によりྲྀ失しているが、۱ؙ方ܗの住居で、
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第5図　IV地区ＳＢ実測図（1）
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௕࣠4�95ｍ、୹࣠࢒ଘ஋4�05ｍ、น面は࠷も࢒ଘするとこΖで48ᶲをଌる。面積14�8㎡。主柱とݟら

れる柱穴が２本、中ԝ土坑をڬΜで位置し、ن໛は60〜40ܘᶲ、ਂさ60〜70ᶲである。土૚࡯؍に

よれ͹斜面で傾斜している部෼に地山土を٬土して整地し、চ面をつくり出していることが明らかと

なった。চ面ೆ൒には多くの炭化໦ࡐが出土したことから、焼失住居とみられる。なお、西ଆには２
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第7図　IV地区ＳＢ実測図（3）



ʵ 15 ʵ

72.00m

72
.60
m

SK99

SB10

1
2

3
4

5
6

7
7

土層凡例
1 にぶい黄橙色 （10YR7/4） 粗砂
2 　　〃　　　 （10YR6/4）  〃
3 明黄褐色 （2.5Y6/6） 粗砂
4 黄灰色 （2.5Y4/1） 砂質土 炭含
5 浅黄色 （2.5Y7/3） 粗砂
6 黄色 （2.5Y7/8） 砂質土 地山土による整地
7 灰オリーブ （5Y6/2）   〃    柱穴・周溝埋土

SB11

焼土

SK95

SK103

SK97

SK96

75
.30
m

75
.90
m

74.90m

C
′

B′

B

A

A

C
′

A′

A′

B
′
C

B

0 3m（1/60）

CC

第8図　IV地区ＳＢ実測図（4）



－ 16 －

本の柱穴および方形に張り出した部分の痕跡があることから、入り口施設が付属していたとみられる。

また斜面側には等間隔に配置された３本の柱穴があり、斜面整地床に伴う補助支柱であった可能性が

ある。出土遺物は床面から作業台とみられると石材と、弥生土器の破片（１～５）が出土した。

ＳＢ10（第８図　図版８・21）

　５号段状遺構東端に検出された、頂上からの張り出し部の斜面低位に位置する住居跡である。平面

形は長軸4.5 ｍ、短軸残存長1.9 ｍの長円形または隅丸方形の竪穴住居跡で、東半が流失している。土

層観察によれば、東側斜面にわずかに地山土を用いた整地がみられることから、住居は斜面を段カッ

トして壁面とし、傾斜しているところに客土して平坦な床面を構築したと考えられる。西側には壁面

に周溝がめぐり、主柱とみられる柱穴が３本残存する。径30～50㎝、深さは60～70㎝である。

　なおＳＢ10に隣接して多量の炭化米が出土したＳＫ99が位置するが、新旧関係または住居内の土

坑であるかなどの位置関係は、床面が削平されているため不明である。出土遺物は弥生土器（10・11）

が出土した。

ＳＢ11（第８図　図版９）

　頂上からの張り出し中段部分にあたり、４号段状遺構内の土坑群を掘り込み中に確認された住居跡

である。長円形の浅い掘り込みとその中央に焼土が認められたことから、住居跡と判断した。平面形

は長円形で、長軸3.5ｍ、短軸2.55ｍである。壁の高さは頂上部側で73㎝で、床面からやや外傾して

立ち上がる。床面には20～40㎝、深さ20～30㎝の柱穴が検出されたが、主柱穴は明らかでない。小

規模の住居跡であるため、簡易な上屋構造であったとみられる。焼土は、長軸34㎝、短軸16㎝の長円

形の範囲で検出された。住居周辺にはＳＫ95～97、103の土坑群が位置し、これらとの新旧関係は明

らかでない。また西側の切り立った斜面には地山を段カットして４段程度の昇降用の段をつくり出し

ている。住居壁面と接するように位置しているため、住居覆屋の張り出しを考えれば、住居と同時期

ではなく、土坑群利用のためのものであろう。出土遺物は弥生土器（12）が出土した。

ＳＢ４（第９図　図版７）　　

　頂上部中央に位置し、後世に造営された経塚に隣接する。北西部分は削平と攪乱により壁面と床面

は消失している。壁面は残存する部分でやや外傾して立ち上がることが確認できる。住居東側半分の

床面はほぼ平坦で、主柱穴４本は規則的に並び、その残存状況はよい。平面形は円形で、残存する部

分で径4.25ｍを測る。面積12.4㎡。壁の高さは、東側残存部で最大53㎝である。主柱穴４本は南北に

1.85ｍ、東西に2.14ｍと長方形に配列され、深さ40㎝を測る。床面には炭化した木材の破片や焼土が

あることから焼失した住居と考えられる。炭化木材は中央から放射状になるものと、それと直交するも

のとがあり、その位置関係から住居の覆屋を構成した木材で、これが焼け落ちた住居であるとみられる。

床面には赤色焼土塊が一面に見られ、被熱の痕跡を残す。この住居範囲内からの土器等の遺物は検出

できなかったが、他の住居が弥生時代のものであり、柱穴などの特色が似通うことから弥生時代の竪

穴住居であろう。床面には中央土坑があり、周溝は確認されなかった。なおＳＫ15はその部分だけ炭

化木材がなかったことから、ＳＢ４焼失後に掘り込まれたと考えられる。

ＳＢ６・ＳＢ７（第10・11図　図版９）

　西側斜面下にあり、11号段状遺構の東端に位置する。今回出土したＳＢの中で最も低い場所にある
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住居跡である。遺構の੾り߹いや土૚࡯؍（第11ਤ）から൑அして、遺構の構築ॱংは次のようになる。

まͣ斜面௿位に̨̗７が構築される。このとき住居本体を構築するたΊ、より޿い面積の斜面を۷࡟

して平ୱ面をつくり出している。̨̗７น面にԊって約1�2ｍの෯で段Χοτがこれにあたる。̨̗７

のن໛はいͣれも࢒ଘ஋で௕࣠5�75ｍ、୹࣠1�71ｍで、平面ܗはԁܗである。̨̗７の࢒ଘするนの

高さは48ᶲで、西ଆのนに௕さ約３ｍの周溝をݕ出した。主柱穴は࢒ଘするもので５本で、そのن໛

は60〜40ܘᶲ、ਂさ25〜60ᶲである。おそらく̔本ఔ度の主柱穴がฒͿ大きな住居であったと考え

られる。出土遺物は弥生土器（23〜27）が出土。̨̗７の東ଆには̨̭118が位置する。当ॳ方ܗ住

居の一部と考えたが、住居に属する柱穴がݟあたらないこと、ଞに方ܗ住居が確認されていないこと

などから、住居跡ではなく、方ܗの段Χοτであると൑அして、̨ （̭性格不明遺構）としてऔりѻう

こととした（ৄࡉは̥42ࢀর）。なお̨̗７と̨̭118との৽چ関܎は明らかでない。出土遺物は弥生

土器ยが出土した。
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　土૚࡯؍では̨̗７ഇઈޙ、その上面に地山土を

٬土した整地૚が認Ίられる。これは西ଆ斜面にあ

る一ఆの範囲に行われたとみられ、斜面௿位に٬土、

整地により৽たな生活面を構築している。第11ਤ土

૚அ面では、̨̗７上面と、さらにଯ積૚をڬΜで

２度の整地૚が確認できる。そのޙ࠷の遺構面では

そこから۷りࠐまれた柱穴が認Ίられる。

　̨̗６は̨̗７の北ଆに位置する。̨̗６চ面と

みられる面が̨̗７、̨̭118の埋土上面に連ଓする
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第11図　ＳＢ7断面図

1

14

2

3

4
5 6

9

1313
10

11
14

15
16

18 19

17

7
88

1212

0 2m（1/80）

　　　　　土層凡例
1 腐葉土
2 褐色 （7.5YR4/6） 土
3 にぶい黄色 （2.5Y6/4） 砂質土 炭含
4 灰色 （5Y5/1） 砂質土 細砂
5 灰黄色 （2.5Y6/2） 土
6 にぶい黄橙色 （10YR6/4） 土
7 浅黄色 （2.5Y7/4） 土
8 にぶい橙色 （7.5YR6/4） 細砂
9 明褐色 （7.5YR5/6） 砂質土 細砂 炭含
10 にぶい黄色 （2.5Y6/3） 細砂
11 橙色 （7.5YR6/6） 土
12 橙色 （7.5YR6/6） 粗砂多含
13 にぶい黄褐色（10YR5/3 ）土 土器・炭あり
14 にぶい黄褐色 （10YR6/3） 砂質土
15 14ににぶい褐色 （10YR6/3） 土が混じる
16 灰黄褐色 （10YR6/2） 砂質土
17 灰黄色 （2.5Y7/2） 砂質土
18 にぶい赤褐色 （5YR5/3） 粘質土
19 明黄褐色 （10YR7/6） 花崗岩 岩盤 }地山

E′ E70.20m
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ことから、̨̗６が時期తに৽しいと൑அした。

　̨̗６の࢒ଘするน面の高さは65ᶲで、࢒ଘن໛は௕࣠4�58ｍ、୹࣠1�08ｍ。平面ܗは۱ؙ方ܗで

ある。চ面には２本の主柱穴が࢒ଘし、഑置から̐ܭ本の主柱であったとみられる。また斜面高位ଆ

に等間ִに柱穴がฒび、そのن໛はܘ約20ᶲ、ਂさは20〜30ᶲである。位置関܎から̨̗６に෇属

するものとみられ、෴԰のࢧ柱または、斜面上位からの土࠭ྲྀれࠐみを防͙ࡤ等のࢪઃが考えられる。

いͣれにしても෴԰の෪き߱Ζしを考えた৔߹、̨̗６は一ൠతな竪穴住居跡ではなく、傾斜をར用

して構築された建物跡であΖう。出土遺物は弥生土器ย（14〜22）のଞ、Ꮟ石（318）が出土。

ＳＢ９（第12図　図版８）

　頂上部中ԝの東ଆ؇斜面に位置する。土૚࡯؍によれ͹、̨̠94などが位置する３号段状遺構（弥

生時代中期）の段ٴび東ଆ斜面を整地し平ୱ面をܗ成し、そこに̨̗９がݕ出された。̨̗９とみら

れる遺構は、周溝とみられる溝状遺構と柱穴である。周溝はコーφーが認Ίられ、一部น面が40ᶲ࢒

っていることから、住居跡と൑அした。整地షりচしたচ面には、中ԝとݟられるとこΖに50ᶲ࢛方

の੺৭化した焼土面があり、焼けしまっていた。ここから須恵器、土師器が出土している。柱穴はこ

のচ面でݕ出された。周溝は෯15ᶲ、௕さ3�7ｍ、ਂさは平ۉで9ᶲをଌる。̨̗９は埋຅したޙに

地山土による整地がなされており、その面で焼土跡１〜３がݕ出されたことから、Կ度かの古代の生

活面があったと推࡯される。なお̨̗９は周溝はあるものの、竪穴住居跡であったかどうかについては、

遺構の࢒ଘ状گがे෼でなく、ޙࠓ当֘期資料とのݕ౼がඞ要である。出土遺物は須恵器・土師器（246

〜254）が出土した。

土層凡例
1　灰白色（10YR8/2） 砂質土
2　オリーブ黒 （7.5YR3/1） 炭層
3　灰オリーブ（7.5Y6/2） 土
4　灰白 （5Y7/2） 砂質土
5　にぶい黄（2.5Y6/4） 粗砂 地山土
6　暗灰黄 （2.5Y5/2） 土 炭含
7　灰黄 （2.5Y6/2） 土
8　にぶい黄橙 （10YR7/2） 粘質土
9　黄色 （2.5Y7/8） 砂質土 粗砂含
10  明褐色 （2.5Y6/6） 粗砂（SK94埋土）
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イ　土坑（ＳＫ）

　土坑は113基確認された（第１表）。平面形は大別して円形、方形の２つがあり、断面は底面が上面

よりも広がり袋状となる（オーバーハング）ものもある。また覆屋の柱穴が伴うものや、貼床をして再

利用したもの、炭化米・炭化種子が出土したもの、壁面や床面が被熱したものなどが検出された。

ＳＫ93（第13図　図版13）

　ＳＢ２と重複する土坑で、新旧関係は不明である。長軸164㎝、短軸152㎝で、平面形は円形を呈

する。20基を超える頂上部東側の土坑群では最大である。壁面は垂直に立ち上がり、深さは105㎝を

測る。最下層のにぶい黄褐色砂質土からは廃棄したとみられる弥生土器（148・149）が出土。

ＳＫ105（第13図　図版13）

　頂上部東側で、１号段状遺構より東に位置する。平面形が長方形で、長軸112㎝、短軸105㎝、深

さ108㎝に達する。壁面はほぼ垂直に立ち上がる。土層観察では中位まで弥生土器を含む自然堆積で、

そののち一斉に埋め戻したとみられる。弥生土器（165）、炭化種子が出土した。

ＳＫ101（第13図　図版13）

　ＳＢ５と重複する土坑で、平面形は円形。長軸113㎝、短軸97㎝で深さが104㎝を測る。断面は東

西方向で袋状となりオーバーハングしている。弥生土器と石鏃（284）１点が出土。埋土上位にある黄

褐色砂質土は礫状の地山土を含み、堆積状況からみて人為的に埋め戻した可能性がある。

ＳＫ81・82 （第13図　図版13）

　頂上部東側で調査区のもっとも東端斜面に位置する。平面形は、ＳＫ81が円形で、ＳＫ82が長方

形である。重複した２つの土坑の新旧関係は、ＳＫ82がＳＫ81より新しい。壁面はいずれも外傾して

立ち上がる。深さはＳＫ81が45㎝、ＳＫ82が31㎝で周辺の土坑に比べると浅い。埋土はそれぞれ単

層で、ＳＫ81が黄褐色砂質土、ＳＫ82が明黄褐色砂質土で地山土を多く含む。ＳＫ82から弥生土器

片が出土。

ＳＫ104（第６図　図版６）

　頂上部東側で、ＳＢ３内に位置する。ＳＢ３と重複してるが、土層断面からＳＫ104 の方が新しい。

規模は長軸124㎝、短軸90㎝、深さ53㎝で、平面形は不整な長方形である。底面から２層目に貼り

床を施した形跡が見られる。出土遺物は弥生土器（163・164）である。

ＳＫ75（図版19）

　頂上部東側で、ＳＫ81・82に隣接する。長軸102㎝、短軸100㎝とほぼ円形で、深さが75㎝である。

底面はほぼ平坦で、壁は垂直に立ち上がる。斜面上位に柱穴があり、位置関係からこの土坑に付属す

る可能性がある。出土遺物は弥生土器片である。

ＳＫ10（第14図　図版11）

　頂上部東側で谷部に近い所に位置する。平面形は長円形で、谷側の壁面は検出されなかった。規模

は長軸141 ㎝、短軸81㎝、深さ53㎝を測る。埋土は２層に別れ、下層の黄灰色砂質土から炭や木片、

炭化種子（カシ・シイのドングリ類が2.3リットル）が出土した。また同層から弥生土器（68～72）が出土。

木の葉文のある壺胴部片（69）も出土した。

ＳＫ19（第14図　図版13）
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第１表　Ⅳ地区土坑一覧表	 （　　）は残存値

遺構番号 平 面 形
規　　模（㎝）

　主   な   出   土   遺   物  備                    考 
長 軸 短 軸 深 さ

ＳＫ 1 円形 100 96 116 弥生土器
ＳＫ 2 長円形 95 94 80 弥生土器、炭 オーバーハング
ＳＫ 3 不整円形 84 76 76 弥生土器 オーバーハング
ＳＫ 4 円形 103 97 99 弥生土器 壁面に小坑あり
ＳＫ 5 長円形 162 127 80 弥生土器 昇降用の段差が隣接する
ＳＫ 8 長円形 141 99 97 弥生土器 底面に柱穴状の凹みあり
ＳＫ 9 方形 154 140 139 弥生土器、水晶片
ＳＫ 10 長円形 141 81 53 弥生土器、剥片、炭化種子
ＳＫ 11 円形 145 130 105 弥生土器、炭化種子 北側斜面に柱穴あり
ＳＫ 12 不整円形 200 170 120 坑内に段あり
ＳＫ 13 長円形 92 54 60 弥生土器、炭化種子 オーバーハング
ＳＫ 14 不整形 84 68 39 柱穴あり、堆積土を遺構面とする
ＳＫ 15 不整形 91 90 28 ＳＢ４と切り合い、底面に柱穴あり
ＳＫ 16 長方形 119 99 113 底面中央に柱穴あり
ＳＫ 17 円形 104 92 97 弥生土器、黒曜石剥片
ＳＫ 18 不整円形 106 100 64 弥生土器、砥石、敲石、黒曜石剥片、炭化種子 北側に柱穴あり、上面に焼土が重複する
ＳＫ 19 円形 110 107 74
ＳＫ 20 円形 110 110 77 弥生土器 底面中央に柱穴あり
ＳＫ 21 長方形 164 130 98 弥生土器、石鏃、剥片、炭化種子
ＳＫ 22 円形 135 116 110 弥生土器、石鏃
ＳＫ 23 円形 124 114 70 弥生土器、炭化種子
ＳＫ 24 長方形 300 148 33 ＳＫ 25 と切り合い
ＳＫ 25 円形 90 82 51 弥生土器片 ＳＫ 24 と切り合い
ＳＫ 26 長方形 235 185 90 テラス状段差あり
ＳＫ 27 長円形 150 97 65
ＳＫ 28 不整円形 204 182 112 弥生土器、石斧 貼り床あり
ＳＫ 29 長円形 144 116 32 弥生土器
ＳＫ 30 長円形 103 96 62 壁面に柱穴あり
ＳＫ 32 円形 90 83 52 オーバーハング
ＳＫ 33 円形 131 123 139 弥生土器、剥片 底面中央に柱穴、貼り床、オーバーハング
ＳＫ 34 不整形 152 134 52
ＳＫ 36 方形 112 87 20 弥生土器 ＳＤ１に囲まれる
ＳＫ 37 長円形 127 104 91
ＳＫ 38 不整形 100 93 37
ＳＫ 39 円形 91 84 60 土器片
ＳＫ 40 円形 132 119 115 弥生土器 オーバーハング
ＳＫ 41 円形 112 110 110 弥生土器片 底面中央に柱穴あり、オーバーハング
ＳＫ 42 円形 126 120 109 弥生土器
ＳＫ 43 不整形 346 152 68 弥生土器（弥生時代終末期）、炭
ＳＫ 44 長円形 139 93 80 弥生土器
ＳＫ 45 長円形 168 (124) 53
ＳＫ 46 長円形 77 57 75
ＳＫ 47 円形 98 87 105 弥生土器
ＳＫ 48 不整形 139 117 108 弥生土器 オーバーハング
ＳＫ 49 円形 74 (56) 70
ＳＫ 50 円形 92 84 106 弥生土器、石鏃
ＳＫ 51 円形 142 138 204 弥生土器、炭化種子、炭 底面中央に柱穴、貼り床、オーバーハング
ＳＫ 52 円形 114 90 107 弥生土器、炭 オーバーハング
ＳＫ 53 方形 130 114 97 弥生土器 テラス状段差あり
ＳＫ 54 不整形 (136) 95 74
ＳＫ 55 円形 91 92 58
ＳＫ 56 長方形 190 160 55 弥生土器
ＳＫ 57 円形 (83) 82 111 土器片 オーバーハング、貼り床あり
ＳＫ 58 長円形 114 87 84
ＳＫ 59 円形 84 78 72 弥生土器
ＳＫ 60 円形 85 76 64
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	 （　　）は残存値

遺構番号 平 面 形 規    模（㎝） 主　な　出　土　遺　物　 備                    考長  軸 短  軸 深  さ
ＳＫ 61 長方形 96 78 20 ＳＸ 118 内
ＳＫ 62 長円形 127 95 70 弥生土器
ＳＫ 63 不整形 171 (77) 64
ＳＫ 64 長円形 162 152 147 弥生土器、炭 ＳＫ 115 と切り合い、ＳＫ 115 が新
ＳＫ 65 長円形 134 112 102 弥生土器
ＳＫ 66 円形 105 105 107 弥生土器、石斧 オーバーハング
ＳＫ 67 長円形 148 127 112 弥生土器 オーバーハング
ＳＫ 68 長円形 140 84 71 底面中央に柱穴あり
ＳＫ 69 長円形 145 122 108 弥生土器
ＳＫ 70 長円形 139 81 107 弥生土器
ＳＫ 71 長方形 116 91 21
ＳＫ 72 長方形 94 74 25
ＳＫ 73 不整形 154 131 59 弥生土器
ＳＫ 74 不整形 123 96 27 弥生土器
ＳＫ 75 円形 102 100 75 弥生土器片 西側斜面に柱穴あり
ＳＫ 76 不整形 (291) 222 124 弥生土器
ＳＫ 77 長円形 136 104 88
ＳＫ 78 長円形 76 56 48
ＳＫ 79 円形 100 (79) 30 ＳＢ９、焼土跡２と切り合い
ＳＫ 80 円形 138 116 114 弥生土器 ＳＤ５と切り合い、オーバーハング
ＳＫ 81 円形 83 76 45 ＳＫ 82 に切られる
ＳＫ 82 長方形 134 108 31 土器片 ＳＫ 81 を切る、脇に柱穴あり
ＳＫ 83 長円形 148 90 125 弥生土器 オーバーハング
ＳＫ 84 方形 129 110 86 弥生土器
ＳＫ 85 不整円形 135 130 116 弥生土器
ＳＫ 86 円形 123 113 93 弥生土器
ＳＫ 87 正方形 106 104 50 弥生土器片
ＳＫ 88 円形 100 100 103 弥生土器、石鏃、炭化種子 底面中央に柱穴状の凹み、種子大量に出土
ＳＫ 89 円形 85 81 109 弥生土器、石鏃、炭化種子、炭 壁面に被熱痕、　種子大量に出土
ＳＫ 90 長方形 170 (109) 44 弥生土器、炭化種子、炭 ＳＫ 91 と切り合い
ＳＫ 91 円形 84 (76) 57 ＳＫ 90 と切り合い
ＳＫ 92 円形 92 83 98 弥生土器、炭化種子
ＳＫ 93 円形 164 152 105 弥生土器 ＳＢ２と切り合い
ＳＫ 94 円形 153 142 55
ＳＫ 95 長方形 109 80 84 弥生土器
ＳＫ 96 正方形 136 126 88 弥生土器、炭化米
ＳＫ 97 正方形 105 100 107
ＳＫ 98 方形 (101) 94 56 弥生土器、石鏃、炭化種子 中に柱穴２つあり
ＳＫ 99 不整円形 151 149 74 弥生土器、炭化米 炭化米出土
ＳＫ 100 長円形 78 63 44 弥生土器、石鏃、剥片 底面に柱穴状の凹みあり
ＳＫ 101 円形 113 97 104 弥生土器片、石鏃、炭化種子 オーバーハング
ＳＫ 102 長円形 180 127 87
ＳＫ 103 長円形 140 124 113 弥生土器
ＳＫ 104 長方形 124 90 53 弥生土器 ＳＢ３内、貼り床あり
ＳＫ 105 長方形 112 105 108 弥生土器、剥片、炭化種子
ＳＫ 106 長円形 143 100 111
ＳＫ 107 長方形 158 122 78 弥生土器片 底面に柱穴あり
ＳＫ 108 長円形 154 115 99
ＳＫ 109 長方形 107 70 68
ＳＫ 110 長円形 103 92 53
ＳＫ 111 円形 122 107 72 底面中央に柱穴あり
ＳＫ 112 方形 193 (158) 76 弥生土器 底面に柱穴２、SK119 と切り合い
ＳＫ 113 円形 91 86 101 弥生土器
ＳＫ 114 円形 74 70 34
ＳＫ 115 長円形 112 72 37 ＳＫ 64 と切り合い
ＳＫ 116 長円形 127 123 153 弥生土器 オーバーハング、貼り床あり、斜面に柱穴
ＳＫ 119 円形 87 78 18 焼土坑、SK112 と切り合い
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　頂上部東ଆで谷部にۙいとこΖに位置する。平面ܗはԁܗで、ن໛は௕࣠110	ᶲ、୹࣠107	ᶲ、ਂ

さ74ᶲをଌる。ఈ面は΄΅平ୱで、น面は֎傾する。埋土はにͿいԫ৭࠭質土の୯૚である。

ＳＫ98（第14図　図版13）

　頂上部東ଆで１号段状遺構の東、調査区に઀して位置する。ఈ面の平面ܗは方ܗで、ن໛は௕࣠࢒

ଘ஋101	ᶲ、୹࣠94ᶲ、ਂさ56ᶲをଌる。埋土は׊৭࠭質土の୯૚である。ఈ面に柱穴２つがݕ出

された。弥生土器ย、石 （᭲282）、炭化種子が出土した。

ＳＫ74（第14図　図版13）

　東ଆ頂上部で谷部にۙいとこΖに位置する。平面ܗは不整ܗで、ن໛は௕࣠123	ᶲ、୹࣠96ᶲ、ਂ

土層凡例
1 明黄褐色 （10YR6/8） 砂質土
2 黄褐色 （10YR5/8） 砂質土
3 黄橙 （10YR7/8） 砂質土
4 黄褐色 （10YR5/6） 砂質土
5 明黄褐色 （10YR6/6） 砂質土
6 にぶい黄褐色 （10YR5/4） 砂質土

土層凡例
1 明褐色 （7.5YR5/6） 砂質土 炭を含む
2 褐色 （10YR4/6） 砂質土 炭を含む
3 褐色 （7.5YR4/6） 砂質土
4 にぶい黄褐色 （10YR4/3） 砂質土
  炭を含む
5 明褐色 （7.5YR5/6） 砂質土

土層凡例
1 黄褐色 （10YR5/8） 砂質土
   炭・種子・地山の土含む
2 明褐色 （7.5YR5/8） 砂質土
   赤褐色 （5YR4/8） 砂質土を含む
3 黄褐色 （10YR5/8） 砂質土
   種子を含む

土層凡例
1 黄褐色 （10YR5/8） 砂質土
2 明黄褐色 （10YR6/6） 砂質土
   真砂土を含む
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土層凡例
1 明黄褐色 （10YR7/6）
   砂質土
2 黄褐色 （10YR5/6）
   砂質土 土器含む

土層凡例
1 黄褐色 （10YR6/8） 砂質土
2 褐色 （10YR4/4） 砂質土
3 黄褐色 （10YR5/8） 砂質土
4 黒褐色 （10YR2/3） 砂質土　
   炭・炭化種子多含む

土層凡例
1 黄褐色 （10YR5/6） 砂質土
2 黄褐色 （10YR5/8） 砂質土
   炭を含む

土層凡例
1 明褐色 （7.5YR5/8） 砂質土
2 黄褐色 （10YR5/6） 砂質土 
   炭含む

土層凡例
1 明黄褐色 （10YR6/6） 砂質土
2 黄橙色 （10YR6/8） 砂質土
3 明黄褐色 （10YR6/7） 砂質土
4 黄橙色 （10YR8/8） 砂質土
5 明黄褐色 （10YR6/7） 砂質土
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さ27ᶲをଌる。埋土は明ԫ׊৭࠭質土の୯૚である。弥生土器（126）が出土した。

ＳＫ100（第14図　図版13）

　東ଆ頂上部で１号段状遺構の୺に位置する。平面ܗは௕ԁܗで、ن໛は௕࣠78ᶲ、୹࣠63ᶲ、ਂ

さ44ᶲをଌる。ఈ面に̐ܘᶲのઙいԜみがあり、ここからᆵ（177）が出土した。この΄かᙈ（178）、

石 （᭲283）、ണยが出土した。

ＳＫ88（第14図　図版12）

　頂上部東ଆで、̨̗２、３、５に囲まれるようにその中ԝに位置する。平面ܗはԁܗで、ن໛はܘ

100	ᶲ、ਂさ103	ᶲをଌる。ఈ面中ԝにઙい柱穴状のԜみがあり、น面は௚ઢతにཱͪ上がる。埋土

は̐૚に෼かれ、Լ૚の׊ࠇ৭࠭質土૚からは、弥生土器（138〜146）や石 （᭲280）の΄か、Χシ・
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シΠのドンάリྨ、ϜΫϩδ、Πω、

μΠズ・ΞズΩྨࣅのϚϝྨ、Ξαの

種などの炭化種子が7�2ܭリοτϧ出

土した。これらの炭化種子は、ۉ一に

ଯ積していないことから、土器ととも

にഇغされたՄ能性が高い。

ＳＫ20（第14図　図版14）

　頂上部東ଆに位置する。平面ܗは

ԁܗで、ن໛は110ܘᶲ、ਂさ77ᶲ

をଌる。น面は֎傾してཱͪ上がり、

ఈ面中ԝには柱穴がある。弥生土器ย

が出土した。

ＳＫ86（第14図　図版14）

　頂上部東ଆで̨̗２にྡ઀する。

平面ܗはԁܗで、ن໛は௕࣠123	ᶲ、

୹࣠113ᶲ、ਂさ93ᶲをଌる。ఈ面

は平ୱで、น面はਨ௚である。埋土は２૚に෼かれる。弥生土器（147）が出土した。

ＳＫ92（第14図　図版14）

　頂上部東ଆで̨̗３の北ଆにྡ઀するように位置する。平面ܗはԁܗで、ن໛は௕࣠92ᶲ、୹࣠83ᶲ、

ਂさ98ᶲをଌる。上面ܘにରしてਂさのある、ԁ筒状の土坑である。弥生土器ยや炭化種子が出土した。

ＳＫ24・25（第15図　図版14）

　頂上部東ଆで階段状遺構の上位に位置する。̨̠24の内部におさまるように̨̠25がݕ出されたが、

ಉ一の遺構であるかは明らかでない。̨̠24の平面ܗは௕方ܗで、ن໛は௕࣠300ᶲ、୹࣠148	ᶲ、

ਂさ33ᶲをଌる。ఈ面は平ୱで、柱穴が̐つݕ出された。埋土はփԫ৭࠭質土の୯૚である。̨̠

25の平面ܗはԁܗで、ن໛は௕࣠90ᶲ、୹࣠82ᶲ、ਂさ51ᶲをଌる。埋土は２૚に෼かれており、

上૚がにͿいԫ৭࠭質土、Լ૚がにͿいԫᒵ৭࠭質土である。̨̠25からは弥生土器ยが出土した。

ＳＫ11・18（第15図　図版14）

　頂上部東ଆの１号段状遺構の中ԝ部に位置する。྆者はฒྻした位置関܎であり、ن໛やܗଶ、頂

上ଆに柱穴を持つなどڞ通点が多いことから、一つのまとまりとしてซଘしていたՄ能性がある。̨̠

11の平面ܗはԁܗで、ن໛は௕࣠145	ᶲ、୹࣠130	ᶲ、ਂさ105	ᶲをଌる。̨̠11の斜面北ଆに෴

԰のࢧ柱と考えられる柱穴がݕ出された。埋土はᒵ৭࠭質土の炭や炭化種子をؚΉ୯૚である。น面

は΄΅ਨ௚にཱͪ上がるが、西ଆน面ͩけがΦーόーϋンάしている。弥生土器（73〜76）、炭化種子

が出土した。̨̠18の平面ܗは不整ԁܗで、ن໛は௕࣠106	ᶲ、୹࣠100	ᶲ、ਂさ64ᶲをଌる。̨

̠18の斜面北ଆにも̨̠11とಉ༷の柱穴がݕ出された。埋土は׊৭࠭質土の炭や炭化種子をؚΉ୯

૚である。なお埋土上面に時期のҟなる焼土がݕ出された。出土遺物は弥生土器ย、౐石（310）、Ꮟ石、

。石ണยである༵ࠇ
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土層凡例
1 黄褐色 （10YR5/8） 砂質土 炭含
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3 黒色 （N2/） 灰層 木炭含
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ＳＫ89（第16図　図版11）

　頂上部東ଆで１号段状遺構の東୺に位置する。平面ܗはԁܗで௕࣠85ᶲ、୹࣠81ᶲ、ਂさ109ᶲ

をଌり、ఈ面は平ୱで、นはਨ௚にཱͪ上がっている。அ面ܗはԁ筒ܗをఄし、多ྔの炭化種子がݕ

出された̨̠88とܗଶがࣅている。ೆน面には、ఈ面から10〜30ᶲఔ度のとこΖに෯20ᶲでϕϧτ

状に੺৭化した部෼が確認された。おそらくඃ೤によるࠟ跡とみられ、土坑内でՐをஅଓతにขいた

ことがうかがえる。土૚࡯؍によれ

͹、ఈ面に10ᶲのࠇ৭փ૚がଯ積

し、その上に໦炭・փ・真࠭土を

ؚΉ炭化種子૚がଯ積していた。炭

化種子૚の上にはԫ׊৭࠭質土が

上面までଯ積していた。土坑出土の

弥生土器（148〜159）の΄とΜどは、

この炭化種子૚にؚまれていた。ま

た、น面のඃ೤ࠟと炭化種子૚と

の関܎は、૚上൒より上のϨϕϧで

ॏෳする。このようにみてみると、

内部でՐを࢖用し、そのޙ炭化種

子ྨを土器とڞにഇغし、そして埋

Ί໭したことがうかがえる。ඒೠ市

Լ村遺跡（2007）例でも弥生中期ॳ
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    地山ブロック含む（貼り床）
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頭の土坑に被熱の痕跡と炭化種子の出土があることから、食料の保存や防虫のための燻蒸の可能性が

示されており、ＳＫ89も同様な性格を有するものかもしれない。なお種子鑑定の結果、ＳＫ89からは、

カシ・シイのドングリ類、イネ、ダイズ・アズキ類似のマメ類などの炭化種子が計4.2リットル出土

した。弥生土器（148～159）、石鏃（281）が出土。

ＳＫ28（第17図　図版14）

　東側頂上部で谷部上位に位置する。平面形は不整円形で、規模は長軸204 ㎝、短軸182 ㎝、深さ

112 ㎝を測る大型土坑である。埋土は４層からなっており、地山土を厚さ８㎝に埋めて第２層を貼り

床としている。出土遺物は弥生土器（87～92）のうち87・92が貼り床より上、88・90は下から出土した。

他に石斧（312）が出土した。

ＳＫ12・26（第18図　図版14）

　ＳＫ12・26は、頂上部東側、階段状遺構を上がりきった位置にある。長方形のＳＫ26と不整円形

のＳＫ12が重複しており、ＳＫ26は長軸が235㎝、短軸が185㎝、深さ90㎝である。ＳＫ12は径170

～200㎝で、深さはＳＫ26の底面から120㎝を測る。ＳＫ26底面からＳＫ12の底面に降りるようなテ

ラス状の段差が検出された。テラス状の段差は３ないし４段あり、ＳＫ26から南へ、そしてＳＫ12

底面へ向けて15㎝下るごとに２段のテラス状の平坦面が続く。埋土は、いずれも粗砂や地山土が混じ

る浅黄色砂質土で、新旧関係は判然としないことから、両土坑は一体の遺構である可能性がある。

ＳＫ51（第19図　図版10）

　谷部の中央付近に位置する。平面形は円形で、規模は長軸142 ㎝、短軸138 ㎝、深さは204 ㎝と、

検出された土坑のうち最も深い。底面は平坦で、中央に深さ15㎝の柱穴を持つ。壁面は北から西にか

けて、上端よりも下端が広がってオーバーハングしている。埋土は９層からなっており、第８層は黄

褐色砂質土（粘土含む）が薄く堆積し、貼り床状となっている。出土遺物は弥生土器（112～118）、炭

化種子、炭である。

ＳＫ21・52（第19図　図版14）

　谷部で階段状遺構の下部に位置する。ＳＫ21とＳＫ52が切り合いになっているが、その関係は明

らかでない。ＳＫ21の平面形は長方形で、規模は長軸164 ㎝、短軸130 ㎝、深さ98㎝を測る。埋土

は６層に分かれており、いずれの層も炭を含んでいる。最下層である暗灰黄色砂質土で多くの土器が

出土している。出土遺物は弥生土器（77～83）、石鏃（277）、剥片、炭化種子である。

　ＳＫ52の平面形は円形で、規模は長軸114 ㎝、短軸90㎝、深さ107 ㎝を測る。断面形は袋状で、

底面に柱穴を１つ検出した。埋土は４層に分かれており、いずれの層も花崗岩風化土や炭粒を含む。

出土遺物は弥生土器片（59）、炭である。

ＳＫ40（第19図　図版15）

　谷部中央付近に位置する。平面形は円形で、規模は長軸132 ㎝、短軸119 ㎝、深さ115 ㎝を測る。

埋土は黄褐色砂質土で、炭や炭化種子を含んだ単層である。底面は上面よりも大きく広がり、オーバ

ーハングしている。出土遺物は弥生土器（84・85）である。

ＳＫ22（第20図　図版15）

　谷部の階段状遺構の東隣に位置にする。平面形は円形である。規模は長軸135㎝、短軸116㎝、深
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さ110ᶲをଌる。弥生土器ยと࢖用ࠟ跡が確

認できない25ᶲ࢛方の石ࡐ、石 （᭲278）が

出土した。北นには柱穴が認Ίられた。

ＳＫ１（第20図　図版15）

　谷部で６号段状遺構上方の斜面上に位置

する。平面ܗはԁܗでن໛は௕࣠100ᶲ、୹

࣠96ᶲ、ਂさ116ᶲをଌる。埋土は炭化種

子をؚΉ明ԫ׊৭࠭質土で、弥生土器のᆵ

口ԑ（39）と石ࡐがఈ面で出土した。

ＳＫ33（第20図　図版10、15）

　谷部上位のやや急な斜面上に位置する。平

面ܗはԁܗで、ن໛は௕࣠131ᶲ、୹࣠123

ᶲ、ਂさ139ᶲをଌる。北นのみがわͣかに

Φーόーϋンάし、ଞのน面はਨ௚ຢはやや

։いてཱͪ上がる。平ୱなఈ面の中ԝにܘ

30ᶲ、ਂさ̔ᶲの柱穴が確認された。ఈ面

から40ᶲのとこΖで、地山土をؚΉషりচ

が行われており、この上面から弥生土器（93

〜106）、ണยが出土した。

ＳＫ23（第20図　図版15）

　̨̠１とฒͿように斜面上に位置する。平

面ܗはԁܗで௕࣠124ᶲ、୹࣠114ᶲ、ਂさ

70ᶲをଌる。ೆ น面の一部は࢒ଘしていない。

埋土は׊৭࠭質土で、弥生土器ยと炭化種

子が出土した。

ＳＫ80（第35図　図版20）

　谷部Լ方に位置し、̨ ̙５とॏෳしている。

土૚࡯؍では੾り߹い関܎は確認できͣ、྆

者はซଘしていたとも考えられる。ن໛は௕

࣠138	ᶲ、୹࣠116	ᶲ、ਂさ114	ᶲで、平面

である。̨̠80の斜面上位ଆに位ܗはԁܗ

置する̨̙３、̐は、̨̠をऔり巻くように

位置することから、上位からのྲྀਫなどを防

͙目తがあったとみられる。弥生土器ยが出

土。

ＳＫ68（第35図　図版20）
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　谷部下方に位置し、ＳＤ３・ＳＤ４と隣接するように位置する。規模は長軸140 ㎝、短軸84㎝、深

さ71㎝で、平面形は長円形である。底面に柱穴がある。

ＳＫ36（第35図　図版20）

  谷部中央付近に位置し、ＳＤ１がＬ字状に取り囲んだ中に位置する。規模は長軸112 ㎝、短軸87㎝、

深さ20㎝で、平面形は方形である。斜面側の壁面は流出して残存していない。弥生土器片が出土した。

ＳＫ112 （第21図　図版15）

　頂上部で３号段状遺構の緩やかな斜面上に位置し、焼土坑（ＳＫ119）の下部に検出された土坑であ

る。平面形は丸みのある方形で、長軸193㎝、短軸は残存値で158㎝、深さ76㎝を測る。西側壁面は

残存せず、底面には直径50㎝、深さ26㎝、13㎝の２つの柱穴が検出された。出土遺物は弥生土器（160

～162）が出土した。単層で、オリーブ黄色～灰黄色の砂質土である。

ＳＫ83（第21図　図版15）　　

　頂上部中央、４号段状遺構の中央に位置している。平面形は長円形で長軸148㎝、短軸90㎝、深さ

125㎝を測る。壁面は北面がオ－バ－ハングする他は、垂直に立ち上がっている。埋土はにぶい黄色

砂質土で、弥生土器片が出土した。

ＳＫ56（第21図　図版15）

　頂上部中央の尾根筋に位置する。平面形は長方形で長軸190㎝、短軸160㎝、深さ55㎝を測る。弥

生土器片が出土した。

ＳＫ62（第22図　図版16）

　頂上部中央で３号段状遺構の西の端に位置する。平面形は長円形で、規模は長軸127 ㎝、短軸95㎝、

深さ70㎝を測る。東壁側が残存していない。埋土はにぶい黄色砂質土で粗砂を含む単層である。弥生

土器（124）が出土した。

ＳＫ２（第22図　図版16）

　頂上部中央に位置する。平面形は長円形で、規模は長軸95㎝、短軸94㎝、深さ80㎝を測る。壁面

は北壁でオーバーハングし、その他は垂直に立ち上がる。埋土は２層に分かれており、上層からは弥

生土器（40～45）が破棄された状態で出土した。

ＳＫ67（第22図　図版16）

　頂上部中央で、３号段状遺構の西の端に位置する。平面形は長円形で、規模は長軸148 ㎝、短軸127 ㎝、

深さ112 ㎝を測る。壁面は西側でわずかにオーバーハングする。埋土はにぶい黄色砂質土で粗砂を含

む単層である。弥生土器（119～123）が出土した。

ＳＫ３（第22図　図版16）

　頂上部中央の尾根筋平坦面に位置する。平面形は不整円形で、長軸84㎝、短軸76㎝、深さ76㎝を

測る。壁面は北壁でオーバーハングしている。埋土は２層に分かれているが、下層より弥生土器（46

～48）が破棄された状態で出土した。ＳＫ２とＳＫ３は位置関係や形状、さらに土器出土状況が類似

しており、土坑として利用されなくなった後、土器等の廃棄場所となったとみられる。

ＳＫ15（第９図　図版20）

  頂上部中央で、ＳＢ４焼失後につくられた土坑である。規模は長軸91㎝、短軸90㎝、深さ28㎝で、
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平面ܗは不整ܗである。ఈ面に柱穴をݕ出した。

ＳＫ79（図版20）

　頂上部中ԝの̨̗９と੾り߹う。ن໛は௕࣠100	ᶲ、୹࣠࢒ଘ஋79ᶲ、ਂさ30ᶲで平面ܗはԁܗ

である。遺物の出土がみられͣ、時期は不明である。

ＳＫ84・85（第23図　図版16）

　頂上部中ԝの西ଆ؇斜面に位置する。̨̠84は方ܗで、௕࣠129ᶲ、୹࣠110ᶲ、ਂさ86ᶲをଌる。

̨̠85は不整ԁܗで、௕࣠135ᶲ、୹࣠130ᶲ、ਂさ116ᶲをଌり、྆者はਂさで30ᶲのࠩがある。
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0 2m（1/40）

SK22

土層凡例
1 明黄褐色 （10YR6/6） 砂質土 炭を含む
2 明黄褐色 （10YR6/8） 砂質土

土層凡例
1 黄褐色 （10YR5/6） 砂質土 炭を含む
2 明褐色 （10YR5/8） 砂質土 しまり強い
3 黄褐色 （10YR5/8） 砂質土
  炭を含む しまり強い
4 橙色 （7.5YR6/6） 砂質土
5 明黄褐色 （10YR6/6） 砂質土 炭を含む
6 橙色 （7.5YR7/6） 砂質土
   炭・花崗岩風化土を含む
7 明褐色 （7.5YR5/8） 砂質土
8 明褐色 （7.5YR5/6） 砂質土
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2

2

3 4
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SK33
アミかけ部　貼り床

第20図　IV地区ＳＫ実測図（8）
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̨̠85は埋土中位でࠇ৭の炭૚がബく

ଯ積する。̨̠84はփΦリʵϒ৭の୯

૚である。位置関܎から྆者はซଘして

いたՄ能性がある。̨̠84から弥生土

器（125）が出土。

ＳＫ77・87（第23図　図版16）

　頂上部からのுり出し部で、３号段

状遺構の平ୱ面にある。̨̠87は平面

、で௕࣠106ᶲ、୹࣠104ᶲܗがਖ਼方ܗ

ਂさ50ᶲをଌる。̨̠77は平面ܗが௕

ԁܗで、௕࣠136ᶲ、104ᶲ、ਂさ88ᶲ

をଌる。２つの土坑はਂさはҟなるもの

の、࣠ઢがೆ北でଗっていることや平面

通点があり、ઌの̨̠ڞるなどࣅがܗ

84・85とಉ༷にซଘしていたՄ能性が

ある。埋土の土৭は、̨̠87はփΦリ

ーϒ৭ૈ࠭土で弥生土器と炭・焼土を

ؚみ、̨̠77はઙԫ৭ૈ࠭土で出土遺

物はない。

ＳＫ43（第24図　図版16）

　頂上部西ଆの平ୱ部と斜面のม׵点

に位置する。ݕ出した平面ܗは不整ܗ

でࡉ௕い土坑であるが、斜面ଆ΁の土࠭

ྲྀ出により遺構の࢒ଘ状گはѱく、本

དྷのܗ状をとらえることは出དྷなかった。

௕࣠346ᶲ、୹࣠152ᶲ、ਂさ68ᶲをଌ

る。埋土はにͿいԫᒵ৭࠭質土で炭を

ؚΉ୯૚である。土坑ೆ୺から弥生時

代終末期の土器（55〜51）܈がまとまって出土した。なおࠓճの調査で終末期の土器が出土したのは、

̨̠43のみである。

ＳＫ４（第24図　図版17）

　頂上部西ଆの؇斜面に位置する。平面ܗはԁܗで௕࣠103ᶲ、୹࣠97ᶲ、ਂさ99ᶲである。埋土

はփԫ৭土の୯૚で炭をؚΉ。น面はわͣかに中๲れで、ೆଆにはนにରして௚ަする௚22ܘᶲ、Ԟ

行き21ᶲのখ坑がઠってある。෴԰または土坑を࢖用するࡍのࢧ柱のたΊのものとみられる。弥生土

器（49・50）が出土した。

ＳＫ57（第24図　図版17）

0 2m（1/60）

土層凡例
1 明黄褐色 （10YR6/8） 砂質土
2 明黄褐色 （10YR6/8） 粘質土
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　頂上部西ଆの平ୱ面に位置する。平面ܗはԁܗで௕࣠࢒ଘ஋83ᶲ、୹࣠82ᶲ、ਂさ111ᶲをଌる。

北ଆはथࠜによる᎟ཚをडけている。น面はશ体తにΦーόーϋンάして中位で๲らみを持つ。ఈ面

から50ᶲのとこΖでްさ13ᶲのしまったᒵ৭࠭質土のଯ積がݕ出された。土坑の࠶ར用を目తとした

షりচと考えられる。弥生土器ยが出土した。

ＳＫ42（第24図　図版17）

　西ଆ頂上部の̨̗̔の北ྡに位置する。平面ܗはԁܗで௕࣠126ᶲ、୹࣠120ᶲ、ਂ さ109ᶲをଌる。

น面は֎傾してཱͪ上がる。চ面中ԝで弥生土器のᆵ（86）が出土した。

0 2m（1/40）

土層凡例
1 灰オリーブ色 （5Y6/2） 砂質土
2 灰黄色 （2.5Y7/2）砂質土

土層凡例
1 黄褐色 （10YR5/6） 土
2 にぶい黄色 （2.5Y6/3） 土
   炭含
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ＳＫ41（第24図　図版17）

　頂上部西ଆ、７号段状遺構の北୺斜面上に位置する。土坑上面は่落より不整なܗとなるが、本དྷ

の平面ܗはԁܗであるとみられる。௕࣠112ᶲ、୹࣠110ᶲ、ਂさ110ᶲをଌる。谷ଆのน面はΦーό

ーϋンάし、ఈ面中ԝには22ܘᶲ、ਂさ７ᶲの柱穴がある。弥生土器ยが出土した。

ＳＫ66（第25図　図版17）

　頂上からのுり出し部にある̐号段状遺構内に位置する。平面ܗはԁܗで、ܘが105ᶲ、ਂさ107

ᶲをଌる。นは山ଆのみΦーόーϋンάし、ଞは΄΅ਨ௚にཱͪ上がる。遺物は弥生土器ยとൎਕ石

（ි313）が出土した。埋土はઙԫ৭ૈ࠭土の୯૚である。

ＳＫ95（第25図　図版17）

0 3m（1/60）

土層凡例
1 にぶい黄橙（ 10YR7/3） 砂質土
2 黒色 （10YR2/1） 炭層
3 浅黄色 （2.5Y7/3） 砂質土 炭含む
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0 2m（1/40）

土層凡例
1 黄橙色 （10YR8/6） 砂質土
2 黄橙色 （10YR8/8） 砂質土 炭含む
3 浅黄橙色 （10YR8/4） 砂質土
4 明黄褐色 （10YR7/6） 砂質土

土層凡例
1 明黄褐色 （10YR6/6） 砂質土
2 にぶい黄褐色 （10YR5/6） 土

1 2
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土層凡例
1 明黄褐色 （10YR7/6） 砂質土
2 橙色 （7.5YR6/8） 砂質土 貼り床
3 黄橙色 （10YR7/8） 砂質土
4 明黄褐色 （10YR7/6） 砂質土
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　４号段状遺構上にあり、ＳＢ11の南西に位置する。平面形は長方形で長軸109㎝、短軸80㎝、深

さ84㎝を測る。底面はわずかに中央が凹む。壁が全面垂直に立ち上がり、直方体の様を呈す。埋土は

灰黄色砂質土で炭を含む。弥生土器片が出土した。

ＳＫ103（第25図　図版17）

　ＳＢ11の南に位置する。平面形は不整な長円形で長軸140㎝、短軸124㎝、深さ113㎝を測る。底

面が平坦で、壁面は外傾して立ち上がる。埋土は浅黄色粗砂土の単層である。土坑からは弥生土器（166

～172）が出土した。

ＳＫ97（第25図　図版17）

　ＳＢ11の南東に位置する。平面形は正方形で長軸105㎝、短軸100㎝、深さ107㎝を測る。底面が

ほぼ平坦で、壁面は垂直に立ち上がる。埋土は黄褐色砂質土単層である。

ＳＫ96（第25図　図版18）

　ＳＢ11の北東に位置にする。平面形は正方形で長軸136㎝、短軸126㎝、深さ88㎝を測る。底面は

平坦で、山側の壁面は垂直に立ち上がり、谷側の壁面はやや外傾する。埋土は、にぶい黄色砂質土で

炭を含む。出土遺物は弥生土器（173～176）、炭化米が出土した。

ＳＫ64・115（第25図　図版18）

　頂上からの張り出し部尾根筋で、４号段状遺構の東端に位置する。ＳＫ64は平面形は長円形で長

軸162㎝、短軸152㎝、深さ147㎝を測る。底面はほぼ平坦で、山側の壁（西壁）がやや外傾し、谷側

の壁が垂直に立ち上がる。炭が多く混じる第４層付近で、弥生土器（107～111）が出土した。ＳＫ

115は平面形は長円形で、長軸112㎝、短軸72㎝、深さ37㎝を測る。底面は平坦で壁面はほぼ垂直に

立ち上がっている。埋土は、黄褐色砂質土で遺物は出土しない。両者の新旧関係は、ＳＫ115が新し

く掘り込まれている。

ＳＫ８（第26図　図版18）

  西側斜面部の５号段状遺構南側には、土坑が集中し、その中のひとつである。平面形は長円形で長

軸141 ㎝、短軸99㎝、深さ97㎝で、谷斜面側では壁面は20㎝しか残存していない。底面には長軸40㎝、

短軸30㎝、深さ10㎝の凹みが検出された。埋土は２層で、下層の褐灰色砂質土には炭を含む。弥生

土器片が出土した。

ＳＫ16（第26図　図版18）

  ５号段状遺構南側の土坑群内に位置する。平面形は長方形で長軸119 ㎝、短軸99㎝、深さ113 ㎝で、

谷斜面側では壁面は10㎝しか残存していない。底面の中央付近に浅い柱穴が検出された。埋土は２層

である。弥生土器片が出土した。

ＳＫ９（第26図　図版18）

  ５号段状遺構南側の土坑群内に位置する。上面平面形は長円形であるが、底面は方形である。長軸 

154㎝、短軸 140㎝、深さ 139㎝を測る。埋土は暗灰黄色砂質土の単層である。弥生土器（36～38）、

水晶片が出土した。

ＳＫ 110（第26図　図版18）

  ５号段状遺構南端に３基の土坑（ＳＫ110、111、116）が集中し、そのうちのひとつである。平面形
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0 2m（1/40）

土層凡例
1 明黄褐色 （10YR6/6） 砂質土
2 明黄褐色 （10YR6/8） 砂質土
3 明黄褐色 （10YR7/6） 砂質土
4 黄褐色 （10YR5/6） 砂質土 炭を含む 貼り床
5 明黄褐色 （10YR7/6） 砂質土
6 オリーブ黄色 （5Y6/3） 砂質土
  （SK115埋土）
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は長円形で、長軸103 ㎝、短軸92㎝、深さ53㎝を測る。谷側で接する柱穴は、土坑の支柱等であっ

た可能性がある。埋土は明黄褐色砂質土で地山の土を含んでいる。

ＳＫ 111（第26図　図版18）

  ５号段状遺構南端の土坑群内に位置する。西側斜面部で５号段状遺構の西端に位置する。ＳＫ110 

とＳＫ111 とＳＫ116 が隣接する。平面形は円形で、長軸122 ㎝、短軸107 ㎝、深さ72㎝を測る。底

面に20㎝のしっかりした柱穴が検出された。埋土は明黄褐色砂質土で地山の土を含んでいる。

ＳＫ 116（第26図　図版18）

  ５号段状遺構南端の土坑群内に位置する。ＳＫ110 とＳＫ111 とＳＫ116 が隣接する。平面形は長

円形で、長軸127 ㎝、短軸123 ㎝、深さ153 ㎝を測る。頂上部側壁面は大きくオーバーハングしフラ

スコ状となる。谷側には柱穴が接し、単独であることから、ＳＫ116に関わる支柱等があった可能性

がある。埋土は浅黄橙色砂質土が中位まで堆積しており、この深さまで埋め戻された可能性がある。

弥生土器（181）が出土した。

ＳＫ５（第27図　図版19）

　５号段状遺構中央の土坑群内に位置する。平面形は長円形で、長軸162㎝、短軸127㎝、深さ80㎝

を測る。底面は緩やかに傾斜するがほぼ平坦である。埋土は灰白色砂質土で単層、弥生土器片が出土

した。ＳＫ５は急斜面に構築されたため、まず頂上側を径約２ｍほど半円形にカットし、緩斜面にし

たうえで構築された土坑とみられる。そのとき土坑に南側に接するように２ないし３段の小テラスをつ

くり出し、昇降用の段差として利用されたとみられる。さらにこの段差を降りたところに、幅40㎝の

二股に分かれた溝状の掘り込みがある。途中で崖面によって寸断された格好となるが、５号段状遺構

へ降りる通路の一部とみることもできる。弥生土器片が出土した。

ＳＫ99（第28図　図版12）

　頂上からの張り出し部で、５号段状遺構の東端に位置し、ＳＢ10に隣接する。平面形は不整円形で、

長軸151 ㎝、短軸149 ㎝、深さ74㎝を測る。底面上に厚さ15㎝にわたって炭化米を多量に含んだ黒

褐色砂質土が検出された。この層は底面全体に広がり、炭化米の出土量は7.2ﾘｯﾄﾙにおよぶ。層中から

は弥生土器片も混在し、特に炭化米を繊維質などの袋に詰めたような痕跡はみあたらず、裸の状態で

まとめて廃棄したと考えられる。なお壁面には被熱の痕跡がないため、イネの炭化がどこで行われたか

については明らかでない。弥生土器（179・180）が出土した。

ＳＫ69（第29図　図版19）

  西側斜面部で、10号段状遺構に位置する。平面形は長円形で、長軸145 ㎝、短軸122 ㎝、深さ108 

㎝を測る。壁面はほぼ垂直で、底面は平坦である。この底面付近の土層は炭を多く含んでおり、ここ

から弥生土器（127～137）が出土した。

ＳＫ59（第29図　図版19）

  西側斜面部で調査区の西端に位置する。平面形は円形で、長軸84㎝、短軸78㎝、深さ72㎝を測る。

壁面はほぼ垂直で、底面は平坦である。埋土は明黄褐色砂質土の単層で、炭を多く含む。この土坑からは、

弥生土器のミニチュア土器（67）が出土したが、この周辺からは遺構検出時に同様のミニチュア土器

（207・208）が出土しており、関連性が指摘される。
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土層凡例
1 浅黄橙色 （10YR8/4） 砂質土
2 黄橙色 （7.5YR8/8） 砂質土
3 明黄褐色 （10YR7/6） 砂質土
4 黄橙色 （10YR7/8） 砂質土
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ＳＫ48（第29図　図版19）

	 	西ଆ斜面部で̔号段状遺構内に位置する。平面ܗは不整ܗで、௕࣠139	ᶲ、୹࣠117	ᶲ、ਂさ108	

ᶲをଌる。น面は斜面の高いଆで、ややΦーόーϋンάしている。弥生土器（60）が出土した。

ＳＫ50（第29図　図版19）

	 	西ଆ斜面部で11号段状遺構内の西୺に位置する。平面ܗはԁܗで、௕࣠92ᶲ、୹࣠84ᶲ、ਂさは

西นで106	ᶲ、東นで10ᶲをଌる。弥生土器ย（56〜58）、石 （᭲279）が出土した。

ＳＫ61（図版20）

　西ଆ斜面部で、11号段状遺構の東୺に

あり、̨̭118内に位置する。ن໛は௕

࣠96ᶲ、୹࣠78ᶲ、ਂさ20ᶲで、平面

。であるܗは௕方ܗ

ＳＫ53（第29図　図版19）

	 	西ଆ斜面部で10号段状遺構内の北୺に

位置する。平面ܗは方ܗで、頂上ଆに෯

20ᶲのςϥε状の段が෇属する。௕࣠130	

ᶲ、୹࣠114	ᶲ、ਂさ97ᶲをଌる。埋土

は明ԫ׊৭࠭質土である。弥生土器（61

〜64）が出土。

ＳＫ70（第29図　図版19）

		西ଆ斜面部で、調査区のもっとも西ଆに
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   炭、炭化米多く含む
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3 橙色 （7.5YR5/8） 砂質土
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位置する。ೆ൒部は調査区֎に

埋ଘする。平面ܗは௕ԁܗで、

௕࣠139	 ᶲ、୹࣠81ᶲ、ਂさ

107	ᶲをଌる。埋土はᒵ৭࠭質

土で、弥生土器ยが出土した。

ウ　不明遺構（ＳＸ）

　段状遺構内において、方ܗの

段Χοτをしてখ面積の区ըを

ઃけているものを、ここでは性

格不明遺構としてѻう。当ॳは

土坑として調査したが、土坑の

ように斜面௿位ଆにน面のཱͪ

上がりはない。ن໛もଞの土坑

と比ֱして大ܕであるが、住居

跡΄どの޿さはなく、また住居

跡をࣔす柱穴や周溝などは൐わ

ないなどの特௃がある。遺構の

性格については明らかでないが、

し౼ݕの資料૿Ճを଴ってޙࠓ

たい。

ＳＸ6　（第30図　図版22）

	 	５号段状遺構の中ԝに位置し

ている。۱ؙ方ܗのコの字ܗで、
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໛は、௕࣠が168ᶲ、୹࣠が148ᶲ、ਂさ71ᶲをଌる。น面にԊってઙい溝が८り、中ԝにはنଘ࢒

௕࣠85ᶲ、୹࣠74ᶲ、ਂさ20ᶲの土坑が位置する。また྆୺にはখさな柱穴がある。弥生土器（28

〜32）が出土している。

ＳＸ7　（第30図　図版22）

　̨̭6の東ଆにྡ઀している。۱ؙ方ܗのコの字ܗで、ن໛は௕࣠が125ᶲ、୹࣠が90ᶲ、ਂさ56

ᶲをଌる。周溝がΊ͙り、௕࣠47ᶲ、୹࣠39ᶲ、ਂさ９ᶲのখ土坑が認Ίられる。弥生土器（33〜

35）が出土している。̨̭６と平面ܗがྨࣅすることから、一連の遺構であるՄ能性がある。

ＳＸ31  （第31図　図版21）

　５号段状遺構の中ԝに位置する。平面コの字ܗで、西ଆコーφーは方ܗであるが、東ଆコーφーは

ԁܗである。ن໛は௕࣠1�5ｍ、୹࣠70ᶲ、ਂさ1�8ｍをଌる。平ୱ面にはখ柱穴があるが、遺構に൐

うかどうかは不明である。

ＳＸ117 （第32図　図版21）

　５号段状遺構の東ଆに位置する。શ௕5�2ｍ、෯0�4〜1�2ｍで、段ࠩ15ᶲで上Լ２段の平ୱ面をもつ。

東ଆに̐つの柱穴があり、40〜25ܘᶲ、ਂさ15〜25ᶲをଌる。

ＳＸ118 （第10図　図版９）
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　11号段状遺構の東ଆで、̨̗７にॏෳして位置するが、その৽چ関܎は明らかでない。方ܗの一֯

が確認され、࢒ଘن໛は௕࣠260ᶲ、୹࣠230ᶲ、ਂさ60ᶲである。ఈ面に２つ柱穴をݕ出した。な

お̨̭118周辺を埋Ίて整地̨̗６のচ面が構築されている。

エ　溝状遺構（ＳＤ）

　溝状遺構は頂上部中ԝから東ଆと谷部に、６条ݕ出された。このうͪ、̨̙１・３・̐・５は谷部

斜面に、等高ઢにԊうようにݽ状に۷りࠐまれている。谷部に۷られた土坑にରして、Ӎਫや土࠭の

ྲྀೖを防͙ことを目తにとして溝を८らしたՄ能性がある。

ＳＤ１（第35図　図版20）　 　
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　̨̠36の上位にྡ઀して̡字状に位置する。ݱଘن໛は௕さ478ᶲ、෯28〜34ᶲ、ਂさ21〜25ᶲ

をଌる。位置関܎から̨̠36およびそれよりԼ位の土坑にରして、Ӎਫや土࠭のྲྀೖを防͙目తでつ

くられたと考えられる。遺構内からは、弥生土器（183）が出土している。

ＳＤ２（第33図　図版20）　　

　３号段状遺構の北ଆに位置する。ݱଘن໛は௕さ518ᶲ、෯24ᶲ、ਂさ９〜12ᶲで北ଆにԼって

いる。ೆଆで0�8〜1�2Nの間ִで柱穴がฒͿことからࡤ跡であるՄ能性があり、̨̙２とともに防ޚ・

区ըの目తがあったՄ能性がある。弥生土器（184）が出土している。

ＳＤ３・４・５（第35図　図版20）

　谷部斜面の中位に位置し、３条の溝状遺構がݽ状に۷られている。ݱଘن໛は̨̙３は௕さ476ᶲ、

෯32〜38ᶲ、ਂさ16〜29ᶲ。̨̙̐は௕さ546ᶲ、෯39〜47ᶲ、ਂさ13〜25ᶲ。̨̙５は௕さ

264ᶲ、෯32〜47ᶲ、ਂさ24〜31ᶲをଌる。いͣれも谷部をྲྀれ落ͪるӍਫを࿬にಀがすことを目

తとし、Լ位にある遺構を保ޢしたものとみられる。なお３条の溝状遺構がซଘしていたかどうかは明

らかでない。	

ＳＤ６（第34図　図版20） 　

　	頂上部東ଆに位置し、̨̗３の東ଆにྡ઀する。ݱଘن໛は௕さ420ᶲ、෯28〜38ᶲ、、ਂさ18

〜25ᶲをଌる。ೆ西から北東にԼっており、溝にそって約1�4ｍの間ִで27ܘᶲの柱穴が位置するこ
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第36図　IV地区階段状遺構実測図
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とから、排水のみでなく区画目的の溝であった可能性がある。

オ　階段状遺構（第36図　図版21）

　谷部の中位、２号段状遺構と６号段状遺構に挟まれるように位置する。残存規模は、長さ6.5ｍ、

幅1.5～３ｍで、比高差3.8ｍの間に、幅20～30㎝の段を13段検出した。段は地山を削りだしてつく

っているが、表面が流れて明瞭でない部分もある。位置関係から、２号段状遺構と６号段状遺構を繋

ぐように設けられ、谷部中央に配置された土坑や、頂上部と谷底とを結ぶ通路としての機能があった

とみられる。遺構の時期は、明確に伴う遺物がないものの、２号段状遺構や６号段状遺構と併存して

いるとみられることから、弥生時代のものと判断される。谷部は急斜面であることから、このほかにも

同様な昇降用の遺構があった可能性がある。なお階段状遺構ほど明瞭ではないものの、高低差のある

場所に昇降のための簡単な段を２～４段設けているところがある。ＳＢ11、ＳＫ５に隣接して検出さ

れた段がそれにあたる。

カ　段状遺構

　調査区内からは14基の段状遺構を確認した。段状遺構は、等高線に沿って斜面をＬ字状に削平し、

平坦面をつくり出しており、長さは6.6～35.3ｍ、幅0.9～4.5ｍである。頂上部からの張り出し部には

３段が設けられ、いずれも広範囲に掘削して段をつくり出している。また西側斜面の段状遺構は、急

斜面であるためか、段の幅、長さが短いのが特徴である。これらの段状遺構には、平坦面に土坑を中

心とする遺構が付設される。平坦面が狭い場合は、段状遺構の上位または下位に隣接する傾向がある

ことから、通路として機能していたと考えられる。以下それぞれの段状遺構について述べる。

１号段状遺構（第４、38図　図版24、25） 

  ＳＢ３・５の南側に位置する。規模は長さ20.3m、平坦面幅2.5ｍを測る。細長く東西に広がり南方

向に緩やかに傾斜している。平坦面にはＳＫ91・98・105・100・109などの土坑が１列に並んで検出

された。なお北側には10世紀代の土師器が出土する幅１ｍの段が隣接し、これによってＳＢ５が削平

されている。

２号段状遺構（第４、39図　図版４、24）　　

　谷部の北側に位置する。規模は長さ幅11.8ｍ、平坦面幅1.2ｍを測る。６号段状遺構とは階段状遺

構とで結ばれており、段にそって径25～35㎝、深さ27～65㎝の柱穴が、1.35～1.52ｍの間隔で配置

される（Ａ−Ａ′、Ｂ−Ｂ′）ことから、柵のようなものが併設されていた可能性がある。

３号段状遺構（第４、37図　図版４）　　

　頂上部中央に位置し、規模は長さ幅23.1ｍ、平坦面幅は1.6～４.6ｍである。東方向に緩やかに傾斜

している。中央部になだらかな平坦部があり、ここにＳＢ９等の遺構が検出された。弥生時代の段状

遺構を９世紀代に整地し、新たな平坦面をつくり出していることが認められる。

４号段状遺構（第４、37図　図版25）　　

　頂上部からの張り出し部の中位に位置する。規模は長さ17.7ｍ、平坦面幅1.4～3.6ｍを測る。張り

出し部にそって弧状に巡っており、中央部に幅３ｍ程の平坦面がある。ＳＢ11を中心とする遺構群が

検出された。

５号段状遺構（第４、37図　図版23、25）　　
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ճࠓ。いとこΖは0�9ｍをଌるڱも࠷、大4�5ｍ࠷໛は௕さ35�3ｍ、平ୱ面෯は̨̗10のとこΖでن　

の調査で࠷も大きな段状遺構である。頂上部からのுり出し部から西ଆ斜面にかけての等高ઢにԊっ

て̨字状にΊ͙り、ೆଆは頂上部΁޲かって傾斜している。中ԝでは̨̠・̨̭の遺構܈があり、北

୺には̨̗10が位置することから、通ৗの生活面ͩけでなく、֤遺構΁の通路のような性格があった

とみられる。

６号段状遺構（第４、37図　図版23）

　谷部の北ଆに位置し、階段状遺構で２号段状遺構とܨがる。ن໛は௕さ11�4ｍ、෯1�6ｍ。頂上と

谷の΄΅中間点に位置し、谷部の土坑΁の通路として大きな໾ׂを果たしたと考えられる。

７号段状遺構（第４、38図　図版23、25）

　西ଆ斜面のೆଆに位置する。ن໛は௕さ8�2ｍ、平ୱ面෯1�4ｍのࡉ௕い遺構である。段内からは̨

̠60、柱穴２個がݕ出された。段内中ԝ部からは弥生土器（189〜193）がまとまって出土した。

８号段状遺構（第４、38図　図版23、25）

　西ଆ斜面で、９、10号段状遺構にڬまれる。ن໛は௕さ10�8ｍ、平ୱ面෯1�1ｍをଌる。中ԝに̨

̠48があり周囲からは弥生土器（185・186）がまとまって出土した。

９号段状遺構（第38図　図版23）
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　西ଆ斜面で̔、11号段状遺構にྡ઀する。ن໛は௕さ6�6ｍ、平ୱ面෯0�9ｍのখن໛な段で、̨̠

49・50をݕ出した。̔号段状遺構から11号段状遺構に移ಈするࡍの通路とも考えられる。

10号段状遺構（第４、38図　図版23、25）

　西ଆ斜面ೆଆに位置し、ن໛は௕さ10�8ｍ、෯1�8ｍをଌる。྆୺に̨̠53と̨̠69が位置がݕ出

された。段内からは弥生土器（187・188）が出土した。

11号段状遺構（第４、38図　図版23）

　西ଆ斜面の中ԝに位置する。ن໛は௕さ10�0ｍ、平ୱ面෯0�9〜2�3ｍをଌる。段内から̨̗６・７、

̨̭118の遺構܈がݕ出され、これらを構築するたΊの段状の۷࡟とみられる。

12号段状遺構（第４、38図　図版23、25）

　西ଆ斜面の中ԝで、調査区中࠷も௿位に位置する。࢒ଘن໛は෯14�5ｍ、平ୱ面෯2�5ｍをଌる。

段内には̨̠54や柱穴܈がݕ出された。柱穴は45〜25ܘᶲ、ਂさ40〜50ᶲで、90〜150ｍの間ִで

഑置されることから、ࡤ跡があったՄ能性がある。

13号段状遺構（第38図　図版24）

　頂上部東ଆ斜面に位置する。調査区୺であるたΊશ体の༷子は明らかでないが、西ଆにある6号段

状遺構と一連の段であるՄ能性がある。ن໛は௕さ3�2ｍ、平ୱ面෯1�5ｍ。̨̠102がྡ઀する。

14号段状遺構（第４、38図　図版24）

　谷部の調査区東୺に位置する。大部෼は調査区֎の北東΁޲けて޿がっており、ৄࡉやن໛は不明

である。

キ　かまど跡（第40図　図版22）

　３号段状遺構のೆ୺に位置する。̨̠67ݕ出時に上面で、ඃ೤により焼けしまったน体がݕ出され、

かまど跡と൑அした。天井部は่落しており、左କ部の࢒ଘは良くない。ӈକ部は比ֱత࢒っており、

ขき口からԎ出しに޲かっては傾斜している。น体面はඃ೤によりΦリーϒփ৭をఄする。࢒ଘن໛

は௕࣠62ᶲ、୹࣠51ᶲ、高さ12ᶲをଌる。চ面は̨̠67とॏෳして明確にݕ出できなかったが、周

辺には焼土մや炭が多く෼෍する。またこのかまどに൐う建物跡等の関連遺構はݕ出できなかった。

ク　焼土坑（ＳＫ119）（第41図　図版22）

　３号段状遺構の΄΅中ԝ部に位置し、̨̠112の上面でݕ出された。࢒ଘن໛は௕࣠87ᶲ、୹࣠78
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ᶲをଌる。น面上部ٴびఈ部は੺く、น面Լ部はΦリーϒփ৭に焼けకまる。出土遺物はないが、̨

̗９や焼土跡にྡ઀すること、弥生時代土坑より৽しいことなどから、̨̗９とಉ時期とみられる。

ケ　焼土跡（第12図　図版８、22）

　̨̗９の周辺で焼土跡１〜３が確認された。80〜24ܘᶲにఈ面がඃ೤により੺化しており、周辺

には炭やখ焼土մがݟࢄされる。これらは̨̗９遺構面とಉ͡、またはその上面に位置していること

から、̨̗９と΄΅ಉ͡９世紀代と考えられる。なおこれらの関連遺構、たとえ͹建物跡にෑઃされ

ていたかどうかについては明らかでない。

コ　柱穴（図版22、26）

　柱穴は頂上部や段状遺構の平ୱ面に෼෍し、特に頂上部東ଆで多くݕ出された。これらにはن໛が

খさく、ߌ穴とݺͿ΂きものもؚまれる。柱穴の഑置により෮ݩできた建物跡は確認できなかったが、

跡とみられるものは認Ίられる。これらは段状遺構や、頂上部から斜面にかけてのྻࡤ跡またはྻߌ

ม׵点で、等高ઢにԊってݕ出された（第3ਤ、第37〜39ਤࢀর）。いͣれも区ըや防ޚのたΊのࢪ

ઃと考えられる。この΄か特௃తな柱穴として、̨̥１では柱を安ఆさせるたΊにࣗવ石を٧Ί石と

していた。また̨̥36では、20ܘᶲ、ਂさ43ᶲの柱穴น面がඃ೤により੺化し焼けしまっている状

、ઃの一部とも考えられࢪが認Ίられた。Կ度もՐをडけたࠟ跡であることから、柱穴ではなくଞのگ

　　。がඞ要である౼ݕもޙࠓ

サ　経塚（第42図　図版26）　　 

　標高約80ｍの丘陵頂上部に位置する。すでに経塚上部は᎟ཚをडけて、石ࡐや経筒の一部が

࿐出している状ଶであった。調査の݁果、経塚の構造は次のとおりである。埋ೲ坑は、ೆଆで

ଘ஋75ᶲ、୹࣠は67ᶲ、ਂさは15ᶲであ࢒で、௕࣠はܗ۷坑により明らかでないが、௕ԁࢼ

0 1m（1/20）

79.70m
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第42図　IV地区経塚実測図
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る。この中に長さ40㎝の平たい石材を据え、その上に土師質経筒を安置する。経筒のまわりは自然石

材を積み上げるが、一般的な経塚の主体部に比べると積み方が粗雑で簡易な作りである。さらにその

周囲に大振りな石材を配置して主体部を被覆する石積みとしており、残存するその範囲は長軸110㎝、

短軸95㎝である。なお封土はすでに流出したのか、確認できなかった。経塚関連の出土遺物は、土師

質経筒（273）と、埋納坑の北西で土師器皿（274）が1点出土したのみである。

 （２）Ⅴ地区

　Ｖ地区はⅣ地区と谷を隔てた東側丘陵にあり、北側からＶ－１地区、Ｖ－２地区である。調査区の

標高は、Ｖ－１地区は68～73ｍ、Ｖ－２地区は61～69ｍで、両地区とも急勾配の斜面である。堆積

の基本層序は、Ⅴ－１地区は橙色粘質土の地山の上に、上位からの流出土である黄色土、灰黄褐色土

が堆積する。Ｖ－２地区では黄褐色砂質土上に灰黄色土が堆積し、南半ではさらに旧表土と考えられ

る黒色土が認められた。Ｖ地区からは、土坑８基、段状遺構４基、柱穴20個が検出された。住居跡は

検出されなかったことから、集落本体は調査区東側の尾根頂部に存在する可能性がある。

ア　土坑（ＳＫ）

　土坑はⅤ－１地区からは４基、Ⅴ－２地区からは４基の合計８基が検出された。両地区ともⅣ地区

同様段状遺構の周辺に分布している。

ＳＫ１（第46図　図版27）

　Ⅴ－１地区北斜面下位の１号段状遺構内に位置する。残存規模は長軸122㎝、短軸92㎝、深さ119

㎝の不整円形の土坑である。細炭粒を含む埋土土層から弥生土器（227）が出土している。

ＳＫ２（第46図　図版27） 　　　

　ＳＫ１と隣接し、１号段状遺構内に位置する。残存規模は長軸126㎝、短軸100㎝、深さ70㎝の隅

丸円形の土坑である。頂上側斜面には土坑掘り込みにかかわる段状のカットがみられる。土坑底部か

ら弥生土器（228・229）が出土している。

ＳＫ３（第46図　図版28）　 　　

　Ⅴ－１地区東端に位置する。残存規模は長軸124㎝、短軸113㎝、深さ70㎝の円形の土坑である。

弥生土器（230・231）が出土している。埋土は、明褐色弱粘質土の単層である。

ＳＫ４（第46図　図版28） 　　 

　Ⅴ－１地区の南端に位置し、東半は調査区外に位置する。１号段状遺構に隣接する。規模は長軸154㎝、

短軸残存値118㎝、深さ50㎝の長円形で、底面に柱穴状の浅い凹みがある。埋土は、明褐砂質土の単

層である。

ＳＫ５（第45図　図版28）　　　 

　Ⅴ－２地区の東に位置し、西の斜面下位が消失している。３号段状遺構に隣接し、規模は長軸247㎝、

短軸残存値187㎝、深さ123㎝の方形の土坑である。土坑底部から弥生土器（232・233）が出土している。

埋土は、黄褐色砂質土の単層である。

ＳＫ６（第45図　図版28）　　　 

　Ⅴ－２地区の西に位置し、西の斜面下位が消失している。４号段状遺構の下位の斜面にあり残存規

模は長軸247㎝、短軸184㎝、深さ75㎝の長円形の土坑である。埋土中位に炭を含むにぶい黄褐砂質
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土がଯ積し、ここから弥生土器（234〜236）が出土。

ＳＫ７（第46図　図版28）　　　 

　̨̠６にྡ઀する。࢒ଘن໛は௕࣠108ᶲ、୹࣠93ᶲ、ਂさ80ᶲのԁܗである。土坑内には柱穴

がある。埋土はԫ׊৭࠭質土の୯૚である。

ＳＫ８（第46図　図版28） 　　 

　Ⅴʵ２地区の西୺に位置し、東൒は調査区֎に޿がる平面ܗは௕ԁܗとみられ、௕࣠118ᶲ、୹࣠

ਂ、ଘ஋76ᶲ࢒ さ41ᶲである。遺構内に柱穴がある。埋土は、明ԫ׊৭࠭質土の୯૚で炭をؚΜでおり、

弥生土器ยが出土している。

イ　段状遺構

　Ⅴʵ１地区、Ⅴʵ２地区に֤２ϲ所段状遺構をݕ出した。Ⅳ地区ಉ༷等高ઢにԊって斜面をऔり巻

くように޿がっている。ҎԼそれͧれ

の段状遺構をみていく。

１号段状遺構（第43、44図　図版27）

　Ⅴʵ1地区の標高72ｍ෇ۙにଳ状

に޿がる。࢒ଘن໛は、௕さ12ｍ、

平ୱ面෯３ｍであり、弥生土器ยが

出土している。̨̠１、２、̐が段

内にあり、これらに൐う平ୱ面をつく

りͩしている。

２号段状遺構（第43、44図　図版27）

　Ⅴʵ１地区の標高70ｍ෇ۙに位置

し࢒ଘن໛は௕さ13ｍ、෯２ｍであ

る。１号段状遺構と΄΅平行に޿がり、

ೆ୺では弥生土器（237〜239）が出土

した。

３号段状遺構（第43、44図　図版27）

　Ⅴʵ２地区の北東に位置する。࢒

ଘن໛は、௕さ15ｍ、෯２ｍである。

北ٴびೆ東の୺はফ失している。̨

̠５にྡ઀し、これとの関連が指摘

できる。

４号段状遺構（第43、44図　図版27）

　３号段状遺構をऔり囲Ήように標

高64ｍ෇ۙに޿がり、࢒ଘن໛は௕

さ25ｍ、෯２ｍである。ೆ東୺は調

査区֎に޿がるՄ能性もある。
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２　遺　෺
・ճの調査では、Ⅳ、Ⅴ地区から弥生土器、古代の土師器・須恵器、土師質経筒、土製品、石器ࠓ　

石製品、金属製品が出土した。これらの遺物は、その多くが弥生時代に属するものである。地区別に

みると、Ⅳ地区では弥生時代の遺物は調査区શ域にわたって遺構ٴび斜面ଯ積土から出土している。

古代Ҏ߱の遺物は、調査区中ԝに位置する経塚周辺から北ଆの丘陵頂部およびその斜面から出土して

おり、その範囲に֘当期の生活面があったとみられる。Ⅴ地区では、΄とΜどが弥生時代に属する遺

物であり、それҎ֎は土師器㡜ยが斜面แؚ૚から１点出土したのみである。

　ここでは出土遺物のうͪ、遺構出土のものを中心に代දతな遺物を、土器、土製品、石器、鉄器の

ॱにड़΂ていく。

（１）໻ੜ࣌୅の土ث（第47ʙ68図　図版29ʙ42）

　次にࡌܝする弥生土器のうͪ１〜226はⅣ地区出土である。

　１〜５は̨̗１出土。１はᆵ口ԑ部ยで、୺部は斜ΊԼ方に֦ுし、୹くਨԼしたܗଶである。֎

面ϋέϝ調整、内面ϛΨΩ調整。２はᆵのఈ部。ബい平ఈで、খܕのᆵとみられる。内面指φσ調整。

３はᆵのᰍ部。口ԑ部は֎傾してཱͪ上がるとみられ、ᰍ部には௿いಥଳに連࠯状のԡѹがࢪされ
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る。̐はുの口ԑ部とみられる。口ԑ֎面に೪土をషり෇けて୆ܗ状にංްさせている。上面は平ୱ

で、ϛΨΩ調整。５はᙈの಑部ยとみられる。ްखの器นにつまみ出したようなಥଳをషり෇けており、

み目を༗する。֎面ஸೡなϛΨΩ調整。６、７は̨̗２出土。６はᆵで、住居内の中ԝ土坑出土でࠁ

ある。ബい平ఈから、಑部は大きくுりͩして中位で࠷大ܘとなる。くびれたᰍ部から口ԑ部はわͣ

かに֎傾してཱͪ上がり、さらに۶ۂして口ԑとなる。୺部はつまみ出したܗ状で、௓Ͷ上͛口ԑᙈ

のそれにࣅる。調整は、֎面Լ൒にૈいϋέϝが࢒り、上൒はϛΨΩをࢪす。内面は指ԡさえや指φ

σのࠟ跡があり、ᰍ部には成ܗ時のߜりࠟが認Ίられる。７は平ఈのᆵఈ部。

　̔、９は̨̗５出土。̔は大ܕのᙈ口ԑ部ย。ްखの಑部は௚ઢతにཱͪ上がり、Ӷく۶ۂして口

ԑ部となる。口ԑ୺部にはࠁみを༗し、口ԑԼのష෇ಥଳにも෯޿のࠁみ目をࢪす。֎面は斜Ίとタ

ς΁のϋέϝ調整をし、内面はϛΨΩ調整。９はくの字に۶ۂするᙈ口ԑ部で、୺部にはࠁみ目をࢪす。

֎面ϋέϝ調整。内面はϛΨΩ調整か。

　10、11は̨̗10出土。10は大きく։口するᆵのᰍ部ย。அ面֯ࡾಥଳを１条༗する。֎面ϋέϝ調整、

内面ϛΨΩ調整か。11はᙈのఈ部で、やや上͛ఈとなる。֎面φσ調整。

　12は̨̗11出土のᆵ口ԑ部。ᰍ部から୹く֎൓する口ԑ部は、୺部でංްしてԼ方に֦ுする。

୺面にはࢪ文۩をԡѹして山ܗ文をࢪしている。ᰍ部にはஅ面ܗ֯ࡾの௿いಥଳが１条షり෇けてある。

調整は֎面がタςのϋέϝ調整、内面がϤコ΁のૈいϛΨΩ調整をࢪす。　

　13は̨̗̔出土のു。ఈ部はখさく上͛ఈとなる。器高にରして口ܘが޿く、口ԑ部はくの字に۶

。いϋέϝ調整であるࡉび口ԑ内面はૈいϋέϝ調整、そのଞはٴし、୺部にはԜઢが८る。֎面ۂ

　14〜22は̨̗６埋土中出土。14はᆵである。௕಑で、࠷大ܘは中位よりԼにあり、くびれたᰍ部
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15

21
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0 20cm（1/4）
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から口ԑ部は֎൓し、୺部は面を持つ。֎面はϋέϝのޙϛΨΩ調整を行う。内面はφσとϛΨΩ調

整。15は֎൓するᆵの口ԑ部。16はᆵఈ部。ްखで平ఈのఈ部から、಑部は௕಑となる。17はແᰍᆵ。

ภܗٿの಑部から内࿷して口ԑ部にࢸり、୺部は平ୱである。口ԑ部෇ۙに೪土をషり෇けてつまみ

とし、そこにඥ通しの޸をઠっている。調整は内֎面ϛΨΩ調整。18はᆵఈ部。上͛ఈでஅ面高୆状

をなす。19はᙈの口ԑ部。୹く֎൓する口ԑ部で、୺部にはࠁみ目をࢪす。口ԑԼにはପԁܗのࢗಥ

文を८らしている。֎面ഗ෇ண。調整は֎面がϋέϝ調整、内面がϋέϝのޙϛΨΩ調整を行う。20

はᙈの口ԑ部。֎傾する಑部からくの字に۶ۂする口ԑで୺部はؙくおさΊる。21はᙈ口ԑ部。಑部

から̡ٯ字状に۶ۂし、୺部にはࠁみ目をࢪす。口ԑԼにはʮϊʯの字状のࢗಥ文を८らす。内面ϛ

ΨΩ調整。22はᙈのఈ部。上͛ఈで、֎面ϋέϝ調整。

　23〜27は̨̗７埋土中出土。23はᙈ。内࿷してཱͪ上がりਫ平に۶ۂする口ԑ部で、୺部にはࠁ

み目をࢪす。口ԑԼにはࢗಥ文を८らす。֎面ϋέϝ調整、内面ϋέϝ調整のޙϛΨΩまたはφσ調

整をࢪす。֎面にはഗ෇ண。24はখܕのᙈ口ԑ部。୹く۶ۂする口ԑ部にはࠁみ目をࢪす。֎面ϋέ

ϝ調整。内֎面にഗ෇ண。25はു口ԑ部。内࿷してཱͪ上がり、֎面をංްさせ段状にして口ԑとし

ている。୺部は平ୱ。内֎面ともϛΨΩ調整をࢪす。26はᙈఈ部。上͛ఈのఈ部で֎面ϋέϝ調整を

ਂ、部から٭がる޿す。27は高ᆀ。ʮϋʯの字にࢪ さのあるᆀ部がཱͪ上がり、口ԑはਫ平に۶ۂする。

部は֎面がૈ٭。とみられる。ᆀ部はϛΨΩ調整޸があり、֖डけのඥ通しの޸部に２ϲ所のઠۂ۶

いϛΨΩ調整、内面がϋέϝのૈޙいϛΨΩまたはφσ調整。

　28〜32は̨̭６出土。28はᆵの口ԑ部。୺部はԼ方΁୹くંれるਨԼ口ԑで、୺面には山ܗ文を

。であるܗ٧まりな器ੇ、文し、֎面はϋέϝ調整。29はᆵとみられる。಑部にରして器高が௿くࢪ

খさい平ఈから大きくுりͩした಑部は中位で࠷大ܘとなり、口ԑは୹くくの字に۶ۂする。୺部は

23

25

26 27

24

0 20cm（1/4）SB7
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面を持つ。頸部には穿孔が1箇所認められる。内外ともミガキ調整。30は甕。小さい底部から張り出

した胴部は上位で最大となり、口縁は短く屈曲する。内外ともヨコへのミガキ調整。また内外面に炭

化物、煤が付着する。31は壺の底部。わずかに上げ底となる。32は高坏の口縁部。内傾する鋤先口縁

で、端部はわずかに上方へ跳ね上がる。内外面ミガキ調整を施す。

　33～35はＳＸ７出土。33、34は壺口縁部。33は頸部から立ち上がりさらに外反するのに対して、

34は端部が斜め下方に短く垂下する。33は外面ハケメの後ミガキ調整。35は甕底部。

　36～38はＳＫ９出土。36は壺。厚手の平底で、胴部は偏球形になるとみられる。37は甕の底部で、

深い上げ底となる。38は甕の底部。上げ底で、胴部は外傾して立ち上がる。内面ミガキ調整。外面に

は成形時の指押さえが残り、煤が付着している。

　39はＳＫ１出土。大きく広がるラッパ状の口縁部を呈する壺で、内外面ミガキ調整である。

　40～45はＳＫ２出土。40は壺。厚手の底部からそろばん玉状の胴部を有し、頸部には2条の三角突

帯を貼り付ける。外面ミガキ調整、内面ハケメののちミガキ調整を行う。41は壺。平底の底部から、

胴部は中位より上で最大径となる。ミガキ調整とみられる。42は壺で、わずかに上げ底の底部から球

形の胴部となる。外面ミガキ調整、内面指押さえ痕あり。なお外面には被熱による煤付着が認められる。

43は器高の低い甕で、底部欠損。口縁は水平近くに屈曲する。内外ともミガキ調整か。44は甕底部。

ハの字にひろがる上げ底の底部で、外面ハケメ調整。45は壺底部で碁笥底状を呈す。

　46～48はＳＫ３出土。46は甕。胴部は中位より上で最大径となり、口縁部はくの字に屈曲する。

端部には刻み目を施し、口縁下には刺突文がめぐらされる。内外ともハケメ調整。47は鉢。厚手の底

部から内湾して立ち上がり、口縁部はわずかに屈曲して端部は丸くおさめる。48は小型の壺とみられ

る底部である。わずかに上げ底の底部は薄手で、外面ハケメ調整、内面に指押さえあり。

　49、50はＳＫ４出土。49は壺口縁部。ゆるやかに内傾して袋状をなし、端部は丸くおさまる。端面

にはヘラ描斜格子文を施す。ハケメの後粗いミガキ調整を行う。50は無頸壺。平底で、胴部は中位よ

り上に最大径があり、そこから内傾して口縁に至る。口縁部は肥厚させて成形しており、一部それが

剥離した痕跡が認められる。また蓋を被せるための紐通しの２個の孔が１方向のみにある。

　51～55はＳＫ43出土。51は甕。底部は小さく、胴部は長胴で、幅は中位で口径を上回る。口縁部

はゆるく外反して立ち上がる。調整は内外に細かなハケメを施す。52、53は同一個体と見られる甕

である。51と比較して底部がさらに小さく丸底に近い。口縁部はくの字で外反して開く。内外面とも

ハケメ調整であるが、内面のほうがやや粗いハケメとなる。また51～53はいずれも内外面に煤や炭化

物の付着が認められる。54は甕。口径と器高がほぼ同じ大きさとみられ、胴部は口径近くまで張り出

し、口縁はくの字に屈曲する。底部は欠損するが、他の土器と同じく丸底に近い小さい平底とみられ

る。外面が細かいハケメの後ミガキ調整。内面がハケメ調整で、ナデ、ミガキもみられる。焼成良好で、

硬質、丁寧なつくりである。55は小型の壺底部。丸底に近い平底で、長胴となる。外面は細かいハケ

メ調整、内面はミガキ調整である。硬質で丁寧なつくりである。

　56～58はＳＫ50出土。56は壺口縁部。外反する口縁部で、外面はハケメの後ミガキ調整、内面は

ミガキ調整。57は甕口縁部。短く曲がる如意形口縁で、端部に刻み目を有する。また口縁下に櫛描き

状の多条（６～８条）沈線を、横および縦に施している。58は平底の甕底部。
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　59は̨̠52出土のᙈఈ部。平ఈ。

　60は̨̠48出土のᙈ。上͛ఈのఈ部に௕಑で、口ԑは大きく۶ۂして、内࿷ؾຯにཱͪ上がる。

֎面ϋέϝ調整、内面ϛΨΩ調整。֎面にはഗや炭化物が෇ணしている。なお器面がണ落した部෼に

もഗの෇ணがあることから、ണ落ޙもࣽਬきに࢖用していたことがうかがえる。

　61〜64は̨̠53出土。61、62はいͣれもਨԼ口ԑのᆵで、61はਨԼ部෼が୹いが、62は௕く、ϔ

ϥඳきの山ܗ文をࢪす。63、64はᙈである。63はݞ部がுり、くの字の口ԑには୺部にࠁみ目をࢪす。

ϋέϝ調整。64はখܕのᙈで、内֎面ϋέϝ調整。いͣれも炭化物が෇ணする。

　65〜67は̨̠59出土。65はുとみられる。口ܘにରして௿い器高で、口ԑは୹く֎൓する。66は

ᙈఈ部。平ఈで、内֎面ϋέϝ調整。一部にഗ෇ண。67はϛχνϡΞ土器。಑部がுり、口ԑ部が

୹く֎൓する。શ体తにφσ調整が認Ίられる。

　68〜72は̨̠10出土。68はᆵの口ᰍ部。ᰍ部から֎傾してཱͪ上がり、ਫ平方޲に۶ۂする口ԑ

部で、ᰍ部には連࠯状ಥଳをషり෇ける。֎面にϋέϝ調整が࢒る。69はᆵ಑部ย。ද面がണ཭して

いるが、֋֪ࢪ文による文༷が確認できる。文༷は௚ઢで区ըされた中に໦の༿文が഑置されている。

内面はϋέϝのޙϛΨΩ調整。70は高ᆀの口ԑ部ยとみられる。ᆀ部は斜Ί上方΁ંれる口ԑで、୺
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部は面を持つ。調整はϛΨΩ調整。71はᙈ。上͛ఈでްखなఈ部は口ܘにରしてখさΊであり、そこ

から಑部は֎傾してཱͪ上がり、口ԑ部΁の۶ۂはΏるい。器高より口ܘが大きく、શ体తにੇ٧ま

りな印৅である。಑部にはԁࢗܗಥ文をࢪしている。֎面ϋέϝ調整、内面ϛΨΩ調整。またఈ部周

辺はඃ೤により੺৭化している。72はくの字に۶ۂする口ԑ部で、口ԑԼにࢗಥ文をΊ͙らす。֎面

ϋέϝ調整、内面ϛΨΩ調整を行う。

　73〜76は̨̠11出土。73〜75はᆵ口ԑ部。73は୺部が୹く内傾する内ં口ԑである。શ体తにඃ

68 69
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0 20cm（1/4）SK28

೤のࠟ跡がある。74は大きく֎൓する口ԑ内面にషり෇けの段を༗し、୺部は上方につまみ上͛る௓

Ͷ上͛口ԑ状をఄする。֎面ϋέϝののͪϤコφσ調整。75は֎൓する口ԑで、ᰍ部には連࠯状ಥଳ

をషり෇ける。内֎面ϋέϝのޙϛΨΩ調整。76はᆵఈ部。খさい平ఈఈ部から、಑部は大きくுり

出す。֎面ϛΨΩ調整。

　77〜83は̨̠21出土。77はᆵで、大きく։く口ԑ部を༗する。78、79はᆵのఈ部。ްखの平ఈに

の಑部を༗する。78は内֎面ϛΨΩ調整。79は内面ϋέϝ調整。80はᙈ口ԑ部。୹くંれた口ܗٿ

ԑはઌ୺がઑりؾຯにおわる。内֎面ϛΨΩ調整か。81はᙈ口ԑ部。୺部は面を持ͪ、口ԑ௚Լにಥ

ଳをషり෇ける。82、83はᙈఈ部。82はわͣかに上͛ఈで、୺部が֎方΁֦ுしている。83も上͛ఈで、

ఈ部のްさがബい。内面ϛΨΩ調整。

　84、85は̨̠40出土。84、85はখܕのᆵ、ᙈのఈ部で、いͣれもްखの平ఈである。

　86は̨̠42出土のᆵ。わͣかに上͛ఈのఈ部から、಑部は中位で࠷大ܘとなり、口ԑはਫ平方޲

に۶ۂする。֎面ϛΨΩ調整で、内面はϛΨΩともに指ԡさえࠟが認Ίられる。

　87〜92は̨̠28出土。87はᆵの口ᰍ部。大きくேܗإにひらいた口ԑは、୺面にઙいԜみがあり、

それにより୺部は上方にわͣかにつまみ出したようなܗ状となる。ᰍ部には連࠯状ಥଳをΊ͙らす。֎

面にはϋέϝのࠟ跡があり、内面はϋέϝのޙϛΨΩ調整。88はᆵで、大きくுりͩした಑部からᰍ

部にかけてす΅まり、そこから口ԑは୹くくの字に۶ۂする。調整は内֎ともϛΨΩ調整。89〜91は

ᆵ಑部ยで、いͣれも器面はണ཭しているが、֋֪によるࢪ文が認Ίられる。文༷は、89が໦の༿文

第 54図　IV 地区ग़土土ث実測図（8）



ʵ 68 ʵ

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105 106 0 20cm（1/4）

SK33

と௜ઢ、90はӋ状文と２条の௜ઢがある。91はӋ状文と２条の௜ઢ、さらにそのԼにも文༷の一部（໦

の༿文ʁ）が認Ίられる。これらはલ期末から中期ॳ಄に੝行するࢪ文ύターンではあるが、それらと

比ֱするとӋ状文のࢪ文方޲が斜Ίであるなどややࡶなつくりといえる。92は大ܕのᙈで、口ԑ部の

෮ܘݩは40ᶲをଌる。಑部は口ܘとಉ͡ఔ度にுりͩし、口ԑ部はくの字に۶ۂする。口ԑ୺部はわ

ͣかにつまみ出すܗ状である。口ԑのࠁみ目はࢪ文۩によるもので、ԡѹによるѹࠟが࢒る。さらに

口ԑԼにもࠁみ目を持つಥଳをΊ͙らしている。調整は、֎面ϋέϝ、内面ϛΨΩを行う。また֎面

にはഗが෇ணする。なお̨̠28はషりচが認Ίられ、そのషりচより上૚からは87、92、Լ૚から

は88、89が出土した。

　93〜106は̨̠33出土。93はᆵ。平ఈからภܗٿの಑部となり、口ԑはΏるく֎൓し୺部はؙく

おさまる。ϛΨΩ調整。96、98〜101はᆵఈ部。96、98、99は平ఈで、಑部は֎傾してཱͪ上がる。

100は上͛ఈでϛΨΩ調整をࢪし、֎面にはഗ෇ண。101はଞと比ֱしてఈ部はখさくؙఈؾຯである。

第 55図　IV 地区ग़土土ث実測図（9）
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一部に炭化物が෇ண。94、95、97、102はᙈఈ部。このうͪ95、102は上͛ఈとなる。103はᙈ。わ

ͣかに上͛ఈでᰍ部には連࠯状ಥଳをΊ͙らしており、口ԑはくの字となる。器高より口ܘが大きく、

ുにࣅたܗଶである。内֎面ともඃ೤のࠟ跡が認Ίられる。104はു。ްखの平ఈから内࿷した಑部

がཱͪ上がり、口ԑはංްさせ段状としている。内֎面ともϛΨΩ調整。105、106はϛχνϡΞ土器で、

105はᙈ、106はുまたは֖を໛したとみられる。いͣれもφσや指ԡさえࠟが認Ίられ、105はϋέϝ

が࢒る。

　107〜111は̨̠64出土。107は口ᰍ部をܽଛするが、ແᰍᆵとみられる。খさな上͛ఈのఈ部から

の಑部を持ͪ、内֎ϛΨΩ調整で、器นはബい。108〜111はᙈ。いͣれも௕಑で、108をআき上ܗٿ

͛ఈのఈ部である。口ԑは108、110がਫ平方޲に大きくۂがるのにରし、111はΏるやかに֎傾する。

調整は、109は֎面ϛΨΩ調整、110が֎面ϋέϝ調整、内面ϛΨΩ調整、111は֎面ϋέϝおよびϛ

ΨΩ調整、内面ϛΨΩ調整。いͣれもೋ次焼成のࠟやഗ෇ணが認Ίられる。

　112〜118は̨̠51出土。̨̠51はషりচが認Ίられ、షりচよりԼ૚出土が113で、それҎ֎は

上૚出土である。112、113はᆵ口ԑ部。112はਨԼ口ԑのᆵで、口ԑ֎面に۳ඳき（୯位は３条）と

みられる山ܗ文をࢪす。֎面ϋέϝ調整、内面ϛΨΩ調整。113は୹く֎൓するᆵ口ԑ部で、୺部に
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１条の沈線をめぐらす。内面ハケメの後ミガキ調整。114は壺底部。平底で、外面ハケメの後ミガキ

調整、内面ナデとミガキ調整。115は甕口縁部。短く屈曲する口縁で、端部に刻み目、胴部に刺突文

を施す。外面ハケメ調整、内面ミガキ調整。116は甕。ハの字に広がる高台状の底部に長胴の胴部か

らなり、口縁はゆるく曲がる。調整は外面にハケメ調整を行い、一部にミガキもみられる。また底部

近くに焼成後の穿孔が認められる。117は甕底部。平底で、端部が外方へ拡張されている。外面ハケ

メ調整。118は高坏脚部。坏部と脚部の境に相対する位置に２箇所の穿孔があり、また裾部に1箇所

の円形透かし穴が残存する。

　119～123はＳＫ67出土。119は壺で口頸部を欠損する。平底の底部に中位で最大径となる長胴を

持つ壺で、外面ミガキ調整、内面ハケメ調整。120は壺の底部。やや上げ底の厚い底部から胴部が内

湾して立ち上がる。器壁は厚く、内外面ミガキ調整。121は甕の底部。上げ底の底部で胴部は外傾する。

122、123は口径と器高の比率や煮炊きの被熱を受けていないことから、鉢と見られる。122は上げ底

で口縁はくの字に曲がり、紐通しとみられる2個の穿孔が認められる。内面ミガキ調整。123は122に

比べて大型で、器壁や底部も厚手である。内外面ともハケメの後ミガキ調整を行う。

　124はＳＫ62出土の甕。端部を上方につまみ出したような跳ね上げ口縁の甕で、外面には煤付着、

内面にはミガキ調整を行う。

　125はＳＫ84出土の壺。端部が下方へ拡張する垂下口縁の壺で、外面にはヘラ描き山形文を施す。

頸部には刻み目を持つ突帯を貼り付ける。調整は外面がタテ、内面がヨコへのミガキを行う。

　126はＳＫ74出土の壺胴部片。貝殻施文による軸を有する木の葉文が認められる。

　127～137はＳＫ69出土。127～129は垂下口縁の壺である。垂下部分は127、128が水平近くに拡

張するのに対して、129は斜め下方に鋭角的に折れる。127は無文であるが、128、129は施文具を押

圧して山形文を施している。129はもっともくびれた頸部部分よりやや口縁部側に２条の突帯をめぐら

している。内外面ともハケメ調整およびミガキ調整を行っており、頸部内面には成形時のしぼり痕が

残る。これらの壺の胴下半部の形態は130と同様なものと考えられる。130は平底で、胴部は中位で

最大径となる卵形で、頸部には１条の三角突帯を貼り付ける。調整は頸部にハケメ調整が残り、他は

ミガキ調整。131、132は、長頸壺。131はやや上げ底の底部から胴部は中位で最も張り出し、くびれ

た頸部から口縁部は外反して立ち上がる。頸部には1条の断面三角突帯を貼りつける。外面ミガキ調

整、内面ハケメ調整。なお外面下半部には被熱の痕跡と煤付着、内面にも煤付着が認められるが、こ

れらはこの土器の本来の使用にかかわるものではなく、二次的な痕跡ととみられる。132は131に比べ

て頸部の立ち上がりが短い。外面ミガキ調整。134、135は甕口縁部片。134はくの字に、135はやや

外反気味に折れる口縁である。134は内面煤付着。135は端部に刻み目、口縁下に連鎖状突帯をめぐら

す。外面ハケメ調整。133は無頸壺である。底部は小さな平底で、口縁部は短く内湾して丸くおさまる。

内外面ともミガキ調整。136、137は甕の底部。136は平底で長胴をなし、内外面ともハケメおよびミ

ガキ調整。煤付着。137は上げ底である。

　138～146はＳＫ88出土。138、139は壺口縁部。138はラッパ状に開く口縁で、139は端部を拡張し

て垂下口縁気味で、外面に山形文を施す。140は平底の壺底部で、内湾気味に立ち上がる。141は壺で、

上げ底の底部から胴部は下位で最大径となる、洋なしに似た形状である。内外面ミガキ調整。142は甕。
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上͛ఈのఈ部から಑部は内࿷してཱͪ上がり、口ԑは۶ۂして୺部にࠁみ目を持つ。಑部にはԁܗの

ಥ文をΊ͙らせる。֎面ϋέϝ調整、内面ϛΨΩ調整。֎面にはഗ෇ண。143はᙈのఈ部で、ްさࢗ

がബいのが特௃తである。平ఈとみられる。֎面ϛΨΩ調整、内面φσ調整。144、145はᙈ口ԑ部ย。

144はくの字に、145は֎൓ؾຯに۶ۂする口ԑで、いͣれも୺部にࠁみ目を༗する。さらに145は口

ԑԼに連࠯状ಥଳをషり෇ける。いͣれもϛΨΩ調整。146はുの口ԑ部。口ԑ֎面をංްさせて段

状とし、内面ϋέϝののͪϛΨΩ調整をࢪす。なお内面にはഗが෇ண。

　147は̨̠86出土のᆵ口ԑ部。斜ΊԼ方に୹く֦ுするਨԼ口ԑのᆵで、一部にϋέϝ調整が࢒る。
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166
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172

SK103
0 20cm（1/4）

ඃ೤のࠟ跡があり、このたΊか器面のണ཭が著しい。

　148、149は̨̠93出土のᆵ。148はখさい平ఈから大きくுり出したܗٿの಑部を持つ。内֎面ϛ

ΨΩ調整。149は口ܘよりுり出したややԼ๲れの಑部と、くの字に۶ۂした口ԑからなる。内面は

ϋέϝおよびϛΨΩ調整をࢪす。

　150〜159は̨̠89出土。150〜154、158はᆵఈ部。平ఈຢはわͣかに上͛ఈで、಑部は֎傾して

ཱͪ上がる。調整はϋέϝのޙϛΨΩを主体としている。なお150は内面にഗが認Ίられたが、̨̠

89は埋土に炭や炭化種子を多くؚΜでいたことから、ೋ次తな෇ணとݟられる。

　155〜157はᙈ。155は上͛ఈのఈ部と௕಑で、口ԑ୺部にはࠁみ目をࢪす。֎面はϋέϝののͪϛ

ΨΩ調整、内面ϛΨΩ調整。口ԑ部෇ۙにඃ೤のࠟ跡がある。157はখܕのᙈ。上͛ఈ、௕಑で、口

ԑ୺部のްさはബくઑりؾຯである。内面ϛΨΩ調整。156は୹く֎൓するᙈ口ԑ部ย。159はുとみ

られる。わͣかに上͛ఈの平ఈで、಑部は内࿷してཱͪ上がり、口ԑはؙくおさΊる。֎面ϛΨΩ調整、

内面ϛΨΩとφσ調整を行う。

　160〜162は̨̠112出土。いͣれもᙈの口ԑ部から಑部にかけてで、口ԑは୹くંれۂがる。160、

162は器นがബく、口ԑ部周辺はແ文で、ϛΨΩ調整をࢪす。161は୺部と಑部にそれͧれࠁみ目と

。ಥ文をΊ͙らせる。֎面ϋέϝ、内面ϛΨΩ調整ࢗ

　163、164は̨̠104出土のᙈ口ԑ部ย。163は֎൓する口ԑで、内֎ϋέϝ調整である。164は୺

部にࠁみ目を༗する。

　165は̨̠105出土のᙈఈ部である。平ఈ。

第 61図　IV 地区ग़土土ث実測図（15）
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　166〜172は̨̠103出土。166は大きくுり出した಑部に、くの字口ԑのᆵである。169は166とಉ

一個体とみられ、わͣかに上͛ఈとなるখさなఈ部を持つ。いͣれもϛΨΩ調整とみられるが、ඃ೤

による੺৭化が著しい。167は୺部がԼ方΁ંれるਨԼ口ԑᆵである。֎面には山ܗ文をࢪす。֎面

ϋέϝ調整、内面ϋέϝののͪϛΨΩ調整。168、170はᆵఈ部。168は上͛ఈ、170は平ఈで、಑部

は大きく֎傾してཱͪ上がる。168はϋέϝののͪϛΨΩ調整。170は内֎面ϛΨΩ調整。171はുの

口ԑ部。୺部をංްさせ、上面は平ୱとしている。֎面ϋέϝ調整。172はখܕのᙈとみられる。高

173
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182181
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0 20cm（1/4）
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183
184
20cm0 （1/4）

୆状のしっかりしたఈ部から、಑部は内࿷してཱͪ上がる。口ԑ部はܽଛする。内֎面ϋέϝののͪ

ϛΨΩ調整。ඃ೤のࠟ跡やഗが෇ணしている。

　173〜176は̨̠96出土。173はᆵのਨԼ口ԑ部ยで、２ॏઢによる山ܗ文がみられる。174はᙈで、

ϋの字に౿Μுる上͛ఈのఈ部から௕಑となり、口ԑ部は̡ٯ字状に۶ۂする。口ԑ上面は平ୱで、

。Լ൒にϛΨΩをし、内面はϛΨΩであるޙ部෼で内ଆにわͣかに֦ுする。調整は、֎面がϋέϝのۂ۶

ඃ೤のࠟ跡があり、ഗや炭化物の෇ணがある。175はখܕのᙈで、口ԑ部をܽଛ。上͛ఈで、֎面ϋ

έϝ調整。176は大ܕのᆵఈ部。平ఈで಑部は大きくுり出し、֎面ϛΨΩ調整。

　177、178は̨̠100出土。177はখܕのᆵで、口ᰍ部をܽଛする。上͛ఈのఈ部にཛܗの௕಑がつく。

֎面ϛΨΩ調整。内面はϋέϝ調整と成ܗ時のし΅りࠟが࢒る。ೋ次తなഗの෇ணがみられる。

178はᙈで、௚ઢతな಑部に୹くۂがる口ԑ部を༗する。ϋέϝののͪϛΨΩ調整。

　179、180は̨̠99出土。179はᆵの口ᰍ部。ᰍ部から֎൓して։く口ԑ部は、୺部で内ଆにӶ֯త

に内ંし、֎面には山ܗ文をࢪす。ᰍ部には連࠯状ಥଳをషり෇ける。内֎面ともϋέϝのޙϛΨΩ調整。

180はᙈఈ部。平ఈで、֎面ϋέϝ調整、内面φσ調整。

　181は̨̠116出土の高ᆀ。筒状の٭部からᆀ部は௚ઢతに֎傾してཱͪ上がり、平ୱなঅઌ口ԑ

となる。内面ϛΨΩ調整。

　182は̨̠113出土のᙈఈ部。平ఈ。֎面ϋέϝとϛΨΩ調整がある。　

　183は4%１出土のു。口ԑ֎面をංްさせて段をつくり、ࢪ文۩ԡѹによる斜格子文をࡉかくࢪ文。

֎面はϋέϝٴびϛΨΩ調整、内面ϛΨΩ調整。184は4%２出土のᙈで、֎面ϋέϝ調整でഗ෇ண。

　185、186は̔号段状遺構、187、188は10号段状遺構、189〜193は７号段状遺構出土。185は口ԑ

୺部にࠁみ目、಑部にࢗಥ文を持つᙈである。֎面ϋέϝ調整でഗ෇ண。186はްखのやや上͛ఈと

なるᆵఈ部。内֎ϛΨΩ調整。187は高ᆀ。ϋの字に޿がる௿い٭部に、口ܘに比してਂさのあるϫ

Πンάϥεのようなᆀ部が৐る。口ԑ୺部は面をなし内ଆにわͣかにංްする。調整はϋέϝののͪ

ϛΨΩ。188はϛχνϡΞ土器のఈ部。189はਨԼ口ԑのᆵで、ਨԼ部෼΁の֦ுは୹い。֎面には

ଘする。֎面ϋέϝののͪϛΨΩ調整、内࢒し、ᰍ部には１条のಥଳがࢪ文をܗ文۩をԡѹした山ࢪ

面ϛΨΩ調整。190はわͣかに上͛ఈで಑部ཛܗのᆵである。֎面ϋέϝののͪϛΨΩ調整、内面に

ϋέϝ調整が࢒る。191はܗٿの಑部にくの字口ԑとなるᆵ。֎面ϋέϝののͪϛΨΩ調整で炭化物

が෇ணする。内面ϛΨΩ調整。192はᙈ口ԑ部で、୺部にࠁみ目、಑部にࢗಥ文をࢪす。֎面ϋέϝ

調整。193は高ᆀᆀ部で、口ԑ部はਫ平にのびる。内֎ϛΨΩ調整。

　194〜226はⅣ地区遺構ݕ出時出土の土器である。194はᆵ口ԑ部。֎൓して୺部で内ଆに۶ۂす

る内ં口ԑで、ᰍ部には連࠯状ಥଳをΊ͙らす。֎面ϋέϝޙϛΨΩ調整。内面ϛΨΩ調整。195は

第 63図　IV 地区ग़土土ث実測図（17）
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ਨԼ口ԑのᆵ。口ԑਖ਼面とଆ面に山ܗ文、ԁ周にࡉかなࠁみ目をࢪす。196は֎൓する口ԑ୺部をං

ްさせ、内ଆにંりฦすようなܗଶのᆵである。֎面ϛΨΩ調整でഗ෇ணあり。197はঅઌ口ԑのᆵ。

上面は平ୱで֎ଆに傾斜しており、１つのԁුܗ文が࢒ଘする。ഁஅ面には口ԑ成ܗ時における೪土

の͗ܧ目が明ྎに࢒る。198はᆵ口ԑ部で、֎൓する口ԑԼに２条のࠁみ目を༗するಥଳをషり෇け

ている。֎面ϋέϝ調整、内面ϛΨΩ調整。199はᆵの口ᰍ部。ϥού状に։く௕ᰍᆵとみられ、֎

面ϋέϝ調整、内面ϋέϝのޙϛΨΩ調整。200は出土状ଶから199とಉ一個体のՄ能性があるᆵの

಑ఈ部である。平ఈとܗٿの಑部で、֎面ϋέϝのޙϛΨΩ調整、内面ϛΨΩ調整。201、202はখ

ϛΨΩ調整。202はখさいޙຯにཱͪ上がる。֎面ϋέϝのؾのᆵ。201は಑部がுり口ԑは内࿷ܕ

平ఈで、ݞのுる಑部から୹く֎൓する口ԑ部となる。֎面ϛΨΩ調整、内面φσおよびし΅りࠟが

認Ίられる。203はᆵ。ܗٿの಑部からくの字にۂがるްखの口ԑとなる。内֎面ϛΨΩ調整。204、

205はᆵのݞ部文༷ଳย。いͣれも֋֪によるࢪ文で、204がӋ状文・２条௜ઢ・༗࣠の໦の༿文、

185

186

187

188

189

190

191

192

1930 20cm（1/4）

185・186 8号段状遺構
187・188 10号段状遺構
189～193 7号段状遺構
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Ⅳ地区遺構検出

208 209 210 211

0 20cm（1/4）

205がӋ状文である。྆ 者ともӋ状文が器面にରして斜Ίでややૈࡶなࢪ文となっている。206はᆵの֖。

中ԝがつまみとして高くּ状のܗ状をしている。ඥ通しの޸が２個ઠってある。207〜211はϛχνϡ

Ξ土器で、いͣれも器面にखづくͶによるφσや指ԡさえのࠟ跡が明ྎに࢒る。これらのうͪ、207、

208はᆵ、209はᙈ、210、211は高ᆀを໛したと考えられる。

　212、213、216はᙈで、口ԑからఈ部までのܗ状が೺Ѳできる資料である。212は平ఈにۙいఈ部

でݞのுるくの字状口ԑである。֎面ϋέϝののͪϛΨΩ調整でഗ෇ண。内面ϛΨΩ調整。ରして

213は上͛ఈでݞがுらないタΠϓで、֎面ϋέϝ、内面ϋέϝとφσ調整。216は高さのある上͛ఈ

で、口ԑは̡ٯ字状となり、୺部にࠁみ目、಑部にࢪ文۩をԡѹしてのࢗಥ文を८らす。֎面ϋέϝ、

第 65図　IV 地区ग़土土ث実測図（19）
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Ⅳ地区遺構検出

内面ϛΨΩ調整。ഗ෇ண。214、215は௓Ͷ上͛口ԑのᙈ。214は内֎ϛΨΩ調整。217は口ԑԼに１

条௜ઢを༗するᙈ口ԑ部ย。218は಑部がுる内ં口ԑᙈで、۶ۂ部෼にࠁみ目と、಑部にࢗಥ文を

८らす。֎面ϋέϝ調整。219はখܕのᙈとみられる。ؙఈにۙいఈ部からݞのுる಑部とΏるく۶

を޸る。220、221はᙈఈ部で、いͣれも焼成લのઠ࢒する口ԑ部で、内֎ともφσや指ԡさえࠟがۂ

༗する。220は֎面ϋέϝ調整、内面ϛΨΩ調整。222、223は高ᆀ٭部。222はϛΨΩ調整が主体で

ある。223は੄部୺がԼ方΁つまみ出したܗ状である。224は高ᆀのᆀ部。অઌ口ԑで୺部にはԜઢが

Ί͙る。内֎ϛΨΩ調整。225は高ᆀのᆀ部で、口ԑが上方内ଆにંれるܗଶである。内֎ϛΨΩ調

整。226は୆෇きのുとみられる。ϋの字に։いた௿٭に࿶状のᆀ部が৐る。口ԑ୺部はؙくおさまり、

第 66図　IV 地区ग़土土ث実測図（20）
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240
241

242

243

244

245

20cm0 （1/4） Ⅴ地区遺構検出

内ଆにわͣかにංްする。内֎ϛΨΩ調整。

　227〜245はⅤ地区出土である。227は̨̠１出土。ਨԼ口ԑᆵの口ԑ部ยで、山ܗ文がࢪされる。

228、229は̨̠２出土。228は大きく։くᆵ口ԑである。229はわͣかに上͛ఈのᆵఈ部で、ϛΨΩ

調整あり。230、231は̨̠３出土。230は大きく։くᆵ口ԑ部でわͣかにԼ方΁֦ுする。231はく

の字状の口ԑで、連࠯状ಥଳをషり෇ける。232はேܗإに大きく։くᆵ口ԑ部で、ᰍ部にはബいಥ

ଳにࠁみ目をࢪす。内֎面ともϋέϝのޙϛΨΩ調整。233はᆵఈ部。内֎面ともϛΨΩ調整。234〜

236は̨̠６出土。いͣれもᆵఈ部で平ఈまたはわͣかに上͛ఈのఈ部にܗٿの಑部となる。内֎とも

調整はϛΨΩが主体である。

　237〜239は２号段状遺構出土。237、238は斜ΊԼ方΁の֦ுが୹いਨԼ口ԑᆵである。238はࢪ

第 68図　V地区ग़土土ث実測図（2）
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246

247

248

249

252

0 10cm（1/3）

250 251

253 254 SB9
※アミ部分…煤付着範囲

文۩を࢖用しての山ܗ文をࢪす。調整は、237が֎面ϋέϝ調整。238は内面ϛΨΩ調整。239はްい

平ఈのᙈఈ部で、֎面ϋέϝ調整、内面ϛΨΩ調整。

　240〜245はⅤ地区遺構ݕ出時の出土土器である。240、242は௓Ͷ上͛口ԑのᙈ。240は大ܕで口

ԑԼに֯ࡾಥଳをషり෇ける。ϋέϝのޙφσ調整。241は口ԑがਫ平方޲にۙくۂがるᙈで、やや

上͛ఈである。֎面ϋέϝ調整。内面ϛΨΩ調整。243はݞのுるくの字状口ԑのᙈ。֎面ϋέϝの

のͪϛΨΩ調整。244はᙈで口ԑをܽଛする。上͛ఈ。֎面ϋέϝ調整、内面ϋέϝののͪϛΨΩ調整。

これらのᙈは֎面に炭化物やഗが෇ணしている。245は上͛ఈとなるᙈఈ部。ϋέϝとφσ調整をࢪす。

（第69ʙ73図　図版42ʙ44）ث୅Ҏ߱の土ݹ（２）

　246〜254は̨̗９から出土した遺物である。246〜249は土師器。246はᙈ。֎面の一部にϋέϝ

のࠟ跡がみられる。247〜249はᆀである。ແ高୆で、口ԑはやや֎൓する。調整はճసφσ。口ԑの

෮ܘݩは13�2〜14�0DN。৭調はにͿいԫᒵ৭をఄする。247は内面に炭化物やഗが෇ணしており、౮

明ࡼとして࢖用されたՄ能性がある。250〜254は須恵器。250はつまみをもたないᆀ֖。調整はճస

φσで、天井部内面は੩ࢭφσをࢪす。天井部֎面はϔϥ੾りのͪφσ。ϩΫϩは左ճస。251、252

はᆀの口ԑยで、口ԑは֎൓する。調整はճసφσ。口ԑの෮ܘݩは251が14�4DN、252が16�6DN。

252は内֎面にഗが෇ணする。253、254はషり෇け高୆をもつᆀのఈ部。調整はճసφσで、ఈ部内

面には੩ࢭφσをࢪす。253の֎面にはϔϥ記号がみられる。̨̗９出土の遺物の時期は、９世紀ޙ

൒ࠒと考えられる。

　255、256は̨̥13から出土した土師器㡜のఈ部である。షり෇け高୆で、高୆内にはࢳ੾りࠟが

みられる。高୆ܘは255が7�5DN、256が5�8DN。৭調はにͿいԫ৭。10世紀ޙ൒ࠒの遺物である。

　257〜271はⅣ地区遺構ݕ出時に出土した遺物である。257〜262は須恵器。257はつまみをもたない

ᆀ֖。調整はճసφσで、天井部内面に੩ࢭφσをࢪす。֎面の一部にϋέϝ調整がみられる。258

第 69図　IV 地区ग़土土ث実測図（21）
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〜261はᆀ。258、259はషり෇け高୆で、口ԑが֎൓する。

調整はճసφσで、ఈ部内面に੩ࢭφσをࢪす。ఈ部は

ϔϥ੾りののͪφσで、259は൘目ࠟが明ྎに࢒る。口ԑ

の෮ܘݩは258が14�0DN、259が14�4DN。260はແ高୆で、

口ԑはわͣかに֎൓する。焼成は土師質にۙい。調整は

内֎面ともճసφσ、ఈ部はϔϥ੾りののͪφσで、൘

目ࠟがみられる。口ԑの෮ܘݩは13�2DN。261はແ高୆で

257

258

259

260

261

262

263

264

265 266

267 268

0 10cm（1/3）

269

※アミ部分…煤付着範囲

270

271

0 20cm（1/4）

Ⅳ地区遺構検出

255 256

SP13

0 5cm（1/3）
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口ԑ部をܽଛする。調整はճసφσで、ఈ部内面には੩ࢭφσがみら

れる。ఈ部はϔϥ੾りののͪφσ。֎面にഗが෇ணする。262は௷で、

֎面にϔϥ記号がみられる。಑部֎面のԼ部にճస࡟りをࢪしており、

ఈ部と಑部のڥքを面औりする。これらの須恵器は̨̗９෇ۙの丘陵

上、あるいは東ଆ斜面から出土した。̨̗９出土の土師器ແ高୆ᆀ（247

〜249）と須恵器ແ高୆ᆀ（260、261）は、ܗଶత特௃が一கしておりಉ時期の遺物と考えられる。

　263〜271は土師器。263、265はখܕのᆀ。263口ԑはわͣかに֎൓しており、෮ܘݩが10�8DN。

調整は内֎面ともճసφσ。265はࢳ੾りఈで、ఈ5�8ܘDN。263、265の଻土はਫ਼良で、器นがബい。

また、内面にはഗが෇ணし、౮明ࡼとして࢖用されたと考えられる。264は㡜のఈ部ย。షり෇け高

୆で、高୆の෮ܘݩは7�2DN。これらの土師器のうͪ、263、265、266は１号段状遺構ٴび̨̗５に

ۙ઀する෯１ｍલޙの段上でまとまって出土した（ਤ൛26）。また255、256の出土した̨̥13もこの

段上に位置する。266、267はఈ部がԁ൫状のᆀである。いͣれもఈ部はϔϥ੾り。266は口ԑ෮ܘݩ

14�0DN、ఈ6�4ܘDN、器高3�8DNで、ܗଶはࡼにۙい。267はఈ6�2ܘDN。268はషり෇け高୆の㡜の

ఈ部。調整はճసφσ。高୆の෮ܘݩは8�0DN。高୆内にはഗが෇ணする。266、267のᆀは10世紀

、൒の特௃を༗しており、ଞの遺物も֓Ͷಉ時期と考えられるがޙ

268の㡜は時期がԼるՄ能性がある。

　269〜271はᙈである。269は口ԑ部に内֎面ともφσ調整、಑部

内面にຏき調整をࢪす。଻土にνϟーτを多くؚみ、৭調はփԫ׊

৭。270の調整は֎面タςϋέ、内面φσ、ϛΨΩ。271は֎面に

ૈいタςϋέをࢪしており、内面には指಄ԡѹࠟがݦ著に࢒る。

　272はⅤʵ２地区遺構ݕ出時に出土した土師器㡜のఈ部。அ面ࡾ

。は6�6DN。調整はճసφσܘの高୆をషり෇けており、高୆ܗ֯

଻土は៛ີで、৭調はઙԫᒵ৭。

　273、274は経塚出土の遺物である。273は土師質の経筒で、上部

をܽଛする。ఈ9�2ܘDN、࢒ଘ高11�0DN。֎面はॎ方޲のφσ調整

をࢪすが、内面は一部にԡѹࠟがみられるఔ度で೪土ඥのࠟ跡が明

ྎに࢒っている。৭調はઙԫ৭。274は土師器のࡼである。口ԑ୺

部をؙくおさΊており、ఈ部にはࢳ੾りࠟが࢒る。口ԑの෮ܘݩは

10�0DN。調整はճసφσ。৭調はにͿいԫᒵ৭をఄする。

山口県内出土の土師質の経筒は周ೆ市平原経塚、Լ松市

中ٶ経塚の2例である	ദ本ळ生ʮ経塚関܎遺物ʯh山口県

࢙　資料編　考古２ 山ɦ口県　2004年
ճ出土した経ࠓ。

筒は、大きさやܗଶは中ٶ経塚のものとڞ通する点があ

るものの、内面に調整が΄とΜどࢪされておらͣ、ૈࡶな

つくりとなっている。中ٶ経塚例からすると、当経筒は高

さ約27ᶲで、印᝷֖式の平֖がつくと推ఆされる。

272
0 5cm（1/3）

273

274

0 10cm（1/3）

275

276
0 3cm（1/2）
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（３）土੡඼（第74図　図版44）

　275は土製ޯۄである。௕さ2�4DN、ॏさ4�6̶。৭調はにͿい੺׊৭をఄする。276は土਴。๰਴ܗ

で྆୺にઠ޸がみられる。࢒ଘ௕は4�8DN、ܘ޸は0�2DN。৭調はにͿいԫ׊৭をఄする。275、276

はいͣれもⅣ地区遺構ݕ出時に出土した。

（４）ੴث（第75ʙ79図　図版45ʙ47）

　277〜299はଧ製石᭲である。大൒はແܪԜ基式であるが、295、298、299は平基式である。௕さは

1�5〜2�8DN、ॏさは0�2〜1�7̶。石ࡐは278、282〜284がݰ෢岩、296、299がඣౡ༵ࠇ࢈石、その

΄かは安山岩である。

　300、301は֯ર石安山岩製の๰਴ंである。300は5�4ܘDN、ްさ0�6DN、0�6ܘ޸DN、ॏさ23�2̶。

301は4�9ܘDN、ްさ0�7DN、0�6ܘ޸DN、ॏさ18�9̶。303は֯ર石安山岩の石ࡐで、ԑ辺の一部を

ଧͪܽいている。ፏ平な石ࡐをԁܗにۙいܗに成ܗしており、๰਴ंのॳ期Ճ޻段階と考えられる。

304は๰਴ंのະ製品である。ݚຏにより΄΅ԁܗに成ܗしている。ॏさは78�5̶。

　302は֯ર石安山岩製の石਴である。௕さ4�9DN、෯2�8DN、ްさ1�4DN、ॏさ16�3̶。

　305はຏ製石݋である。ઌ୺とਕ部の一部をܽଛする。਎部のྏは中ԝからやや傾きながらઌ୺΁

277 278 279 280 281

282 283 284 285 286

287 288 289 290 291

292 293 294

297 298 299

295 296

0 5cm（1/2）

277 SK21 278 SK22
279 SK50 280 SK88
281 SK89 282 SK98
283 SK100 284 SK101
285 SP23 286～299 Ⅳ地区遺構検出

第 75図　ग़土ੴث実測図（1）
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300 301 302
303 304

305

306 307 308

309

310

311
0 10cm（1/3）

300 SK93 上面
301～309・311 Ⅳ地区遺構検出
310 SK18
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312 313 314

315

316 317

318

319 320

0 10cm（1/3）

312 SK28
313 SK66
314・315・319・320 Ⅳ地区遺構検出
316 Ⅴ-1 地区遺構検出
317 Ⅴ-2 地区遺構検出
318 SB6
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321 322

323 324

325 326

0 10cm（1/3）
321～326　Ⅳ地区遺構検出

第 78図　ग़土ੴث実測図（4）
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と৳びる。࢒ଘ௕10�8DN、基部෯3�2DN。石ࡐはట岩。

　306〜311は౐石である。306〜308はখܕで、いͣれも石ࡐはట岩。306は௕さ7�7DN、෯2�9DN、

ॏさ58�6̶、307は௕さ7�5DN、෯2�35DN、ॏさ26�9̶。306はখ口のย面を࢒してશ面を࢖用している。

308はࡉいے状の࢖用ࠟが数条みられる。309、311はڽփ岩製。310の石ࡐはՖቋ岩。࢖用面の྆面

に෯３NNఔ度の溝状の࢖用ࠟがみられる。310は̨̠18出土。

　312〜317はຏ製石ිである。312〜314、316はൎਕ石ිで、石ࡐは312が玢岩、313、316が࠭岩、

314が᛽岩。312はᏏ石にస用されている。314、316は΄΅ܗ׬で、ॏྔは314が490̶、316が470̶。

312は̨̠28、313は̨̠66から出土した。315、317は྆ਕのፏ平石ි。317は΄΅ܗ׬で、ॏྔは

180̶。石ࡐは315がట質ย岩、317が࠭岩である。

　318〜328はᏏ石である。319、327等のଆ面にはຏ石として࢖用されたࠟ跡も認Ίられる。石ࡐは

318、325、326が࠭岩、319〜322、324がՖቋ岩、323がట質ย岩、327が石ӳย岩、328が玢岩。ॏ

ྔはখܕの318が140̶、΄かは460〜1340̶である。

327 328

0 10cm（1/3）
327・328　Ⅳ 地区遺構検出

329 330

331 332

333

334

329 SB2  335 Ⅴ-1 地区遺構検出
330～334 Ⅳ地区遺構検出

335

0 10cm（1/3）
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第 80 図　ग़土మث実測図



－ 91 －

（５）鉄器（第80図　図版47）

　今回の調査ではⅣ地区から６点、Ⅴ－１地区から１点の鉄器が出土した。

　329は柳葉形の鉄鏃である。基部は欠損するが、基部付近に木質が付着する。残存長3.5cm、幅

1.85cm。329はSB２から出土した。330は三角形凹基式の鉄鏃である。長さ4.3cm。331は平面形は圭

頭斧箭式の鉄鏃にみえるが、最大幅に近い部分で屈曲する。残存長5.2cm、幅2.8cm。

　332、333は鋳造品と考えられる鉄器である。平面形はほぼ同形であるが、333の方が厚みをもつ。

いずれも刃部は欠損する。332は残存長4.3cm、残存幅2.4cm、重さ18.1ｇ、333は残存長10.15cm、残

存幅3.3cm、重さ110ｇ。333とほぼ同形の鉄器の類例としては、防府市井上山遺跡B地区９号住居址
（５）

と鳥取市青谷上寺地遺跡７区
（８）

から出土した鉄鑿が挙げられる。いずれも時期は中期後葉である。井

上山遺跡出土の鉄鑿は朝鮮半島の咸鏡北道茂山虎谷洞遺跡、中国遼寧省撫順蓮花堡遺跡、大連高麗寨

遺跡、敖漢旗老虎山遺跡などに類例が認められ、舶載の鋳造品の可能性が指摘されている
（５）

。国内にお

ける鋳造鉄鑿の出土例としては、ほかに東広島市西本６号遺跡ＳＢ11b床面出土の鋳造鉄鑿が挙げら

れる
（９）

。これは刃部が欠損するものの、袋部の遺存状態がよく、大陸出土の鉄鑿とも形態が一致する。

一方、青谷上寺地の出土例は鋳造鉄斧の縁辺の再利用品であり、中央部分に製作時の鋳型のずれが観

察できる。本来の基部側を研ぎだしているが、刃部を形成するに至っておらず、未製品といえる。弥

生時代の鉄器には破砕した鋳造鉄器の再利用品が多く含まれるといわれており
（６）

、山口県内出土の鉄斧、

鉄鑿等についても鋳造鉄器の再利用が指摘されている
（７）

。今回出土した332、333については、現段階

では鋳造鉄斧にみられる鋳型のずれや突帯は確認できない。一方、井上山例が鉄鑿である根拠として

刃部付近の断面形が方形で幅広であることが指摘されているが
（６）

、333の刃部付近の断面形はこれに比

べるとやや貧弱である。332、333が当初から鉄鑿として製作されたものか、あるいは鋳造鉄器の再利

用品であるかについては、今後さらに検討を要する。

　334は袋状鉄斧である。基部を欠損しており、その小口面に叩いた痕跡がみられる。残存長5.7cm 、

刃部幅6.2cm、重量115ｇ。

　335は刀子の柄部から身部にかけての部分と考えられる。残存長7.8cm、刃部幅2.1cm。335はⅤ－1

地区遺構検出時に出土した。
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Ⅳ　まとめ
　今年度の調査成果から、弥生時代、古代以降について、それぞれの遺構遺物の特徴や集落の構造、

性格について述べて、まとめとしたい。

１　弥生時代
　Ⅳ・Ⅴ地区は標高約80ｍ（比高約40ｍ）を頂点とする丘陵頂上部および斜面に営まれた高地性集落

である。集落の時期は、出土した弥生土器から中期と終末期の２時期に分けることができ、ほとんど

の遺構は中期に属する。土器の特徴から中期はさらに中期前半から中頃と、中期後半から末までの時

期に分けられる。中期前半から中頃には、内折口縁や貝殻施文による文様を持つ壺、口縁端部の刻み

目のある甕、口縁外面を肥厚させる鉢など、前期末から中期初頭に特徴を持つ土器も含まれ、古い要

素が残る。また中期後半から末の典型的な在地系の垂下口縁壺、くの字口縁甕、須玖系の鋤先口縁壺、

跳ね上げ口縁甕も出土するが、前者に比べると量的には少ない。終末期はＳＫ43出土の土器が該当する。

器形や、ハケメ調整が主体であることから、平生町吹越遺跡出土土器に併行する時期であろう。今回

の調査では終末期の遺構はこれのみであったが、調査区外に展開する可能性がある。これらから集落

は弥生時代中期と終末期の２時期に形成されたと考える。

　集落の範囲は、西斜面が急峻であることから、馬の背状の狭い頂上部から東側斜面に展開している（Ⅳ

地区）。さらに谷を挟んで反対側斜面（Ⅴ地区）でも、同時期の遺構遺物が確認されており、上位の丘

陵頂部にも同様の集落が存在することが明らかとなった。

　検出された遺構のうち、竪穴住居跡は頂上部東側に３棟、中央部から南側に３棟、斜面に４棟確認

された。このうち東側の３棟（ＳＢ２・３・５）は１つのグループと捉えることができ、集落を構成す

る単位集団の一つとみられる。

　段状遺構は斜面を段カットして平坦面をつくり出し、長さは6.6～35ｍ、平坦面は0.9～4.5ｍと規

模に差がある。Ⅳ地区西側斜面の段状遺構は平坦面が狭く、さらに土坑が付設されることから、土坑

の掘り込みや利用の際の通路としての機能があったとみられる。これに対して５号段状遺構は、ＳＢ

10や土坑群が配置されており、遺構構築のための必要な広さを確保するとともに、生活空間としても

利用されたとみられる。なおＳＢ６・７周辺やトレンチ土層観察によれば、これら段状遺構の掘削土

は斜面下位に集積・整地され、そこに新たな平坦面を形成した可能性がある。

　土坑は壁面がオーバーハングする、底面に支柱の柱穴を持つ、埋土途中に貼り床をし再利用するな

ど、貯蔵用土坑の特徴を有するものが多い。これらの土坑は頂上部平坦面から斜面、谷部と、ほぼ調

査区全体に検出された。これらは重複するものが少なく、埋土が単層で埋め戻しを行ったとみられる

例もあることから、集落内で計画的に廃棄・構築が行われたことがうかがえる。さらに土坑の掘削や

利用に不便と思われる急斜面や谷部にも範囲が広がることは、集落が継続して営なまれたことを示し、

存続時期の長さを物語るものかもしれない。

　なお今回の調査では15基の土坑から炭化種子、炭化米が出土した。このうちSK10、88、89、99か

らはまとまった出土量があったことから、（株）吉田生物研究所に依頼して種実同定を実施した。そ

の結果が、第２、３表および図版48である（いずれも（株）吉田生物研究所が作成、撮影）。ＳＫ10、
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88、89ではカシ・シイのドングリ類がほとんどを占めるのに対し、ＳＫ99は炭化米のみであるのが特

徴的である。この他の土坑でも、数点から数十点の炭化種子が出土したが、そのほとんどはカシ・シ

イのドングリ類とみられる。堅果類は、高地性集落という性格上非常用食料とみられるが、今回のよ

うにまとまった出土量からすると、主食であるコメを補完するものとして積極的に採取されていた可能

性もあり、弥生時代の食糧事情の一端を示す資料といえる。炭化種子出土土坑の内、ＳＫ89では壁

面に被熱の痕跡が認められた。弥生時代中期初頭の美祢市下村遺跡（2007）でも同様の報告例があり、

種子やコメの焼却処分や虫害対策による燻しの痕跡の可能性を示唆している。ＳＫ89では、廃棄され

た炭化種子の層下には灰の単純層も確認されており、土坑内における火の使用は、炭化種子・炭化米

との関連性が高いと考えられる。　

　貯蔵用土坑と竪穴住居との配置をみてみると、位置関係や地形的なまとまりから判断して、５つの

グループが指摘できる。すなわち①ＳＢ２、３、５と頂上部東側一帯の土坑33基、②ＳＢ４と頂上部

中央および３号段状遺構の土坑17基、③ＳＢ１と頂上部西側および５号段状遺構の南半にあたる12基、

④谷部の13基に対しては、その範囲が最も近く、全体が見渡せるＳＢ10、⑤西側斜面の10基とＳＢ６・

７の５グループである。なお、４号段状遺構の土坑群は、明確なグループ分けが難しいと考え、これ

らには含めていない。以上のグループからすると竪穴住居跡１棟あたり、10～15基の土坑が割り当て

られることになる。これは家族単位として1軒の竪穴住居跡が保有する数としては多いことから、集落

全体で土坑の設置、管理、保守を行い、その役割を各戸で担った結果であると考える。貯蔵用土坑は

食料保管に関わる施設として機能していたのは明らかであり、土坑の設置、管理、保守を行うことは、

集落が存続するための最も重要な要因の一つとみられる。検出された多数の土坑は、当集落の性格を

第２表　検出した炭化物と炭化の状態
種　　類 出　　　土　　　状　　　態 図版 48

ドングリ類
ほとんどが子葉の状態。まれに完形品がある。果皮の破片が同時に出土しており、本来は果実の状態であっ
たとみられる。大きさと形状、果皮からシイ・カシ類がある。極僅かではあるが検出された殻斗はアカガシ
亜属（カシ類）の特徴である輪状を示す

１a、b

ムクロジ 炭化した状態 ２
不明木本果実 炭化した状態 ３
イネ 籾殻つきで炭化した状態と、炭化米がある ４a、b、c
マメ 形状からダイズ、アズキ類似種を含む数種類がみられる。煮膨れで炭化し、変形したものがある ５
アサ 炭化した状態 ６a
不明種子 炭化した状態。カキの種子に類似 ６b

第３表　遺構ごとの炭化物と出土量

分類群名 種　　類 学　　　　　　　　名 部　位 遺　　構　　名
SK10 SK88 SK89 SK99

アカガシ亜属 木本
Quercus subgen. 
Cylobalanopsis

殻斗片 微量
果皮破片 30
子葉 2250 6500 3900

シイ属 木本 Castanopsis 子葉 30 120 100
ムクロジ 木本 Sapindus Mukorossi Gaertn. 種子 5
不明果実 木本 果実 5 10

木片 木本 30 300 300

イネ 草本 Oryza sativa L.
果実 10 80 200
頴付果実 50 40

マメ類 草本 Leguminosae 種子 10 30
アサ 草本 Cannabis sativa L. 種子 5

不明種子 草本 Unknown 種子 10
微細片 　 500

合　　　　　計 2310 7545 4460 200
（数値は大まかな分類をもとにしたものである。単位は ml）

※ＳＫ 99 出土の炭化米は総量で 7.2 リットルあり、そのうちの 0.2 リットルについて種実同定を行う
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考える大きなポイントであり、そこからは貯蔵用施設の管理という一面が捉えられよう。

　最後にⅣ・Ⅴ地区と隣接する真尾猪の山遺跡Ⅰ地区、井ノ山遺跡との関係をみてみたい。真尾猪の

山遺跡Ⅰ地区（中期後半）、井ノ山遺跡（前期末～中期）は、Ⅳ・Ⅴ地区より30～40ｍ低い丘陵地上

にあり、150～300ｍの距離にある隣接した遺跡である。これらは立地の高低差はあれ、時期的にほぼ

重複しており、佐波川の中流域左岸という地形的に大きな範囲でみるなら、一連の集落と捉えること

ができるであろう。さらに３遺跡がいずれも金属器を保有していることからも、当地域の中心的集落で

あることを示している。ではこのような広範囲なまとまりの中における、集落立地の違いについて考え

てみたい。井ノ山、Ⅰ地区は、予想される水田可耕地に近いながらも不安定な地質のためか貯蔵用土

坑は認められないが、Ⅳ・Ⅴ地区は高地で狭い面積の中に多くの土坑が計画的に配置されている。こ

れらから両者の違いの一つに、貯蔵用土坑が指摘できる。貯蔵用土坑は、食料や種籾の備蓄、保管と

いった重要な役割があり、集落にとって必須の施設である。この設置には安定した地盤が求められ、

数が増加していけば、必然的に集中的な管理と、防御の必要性が高まってくる。このような視点から

みると、集落規模の拡大に伴い、適地としてⅣ・Ⅴ地区の丘陵が選ばれ、集落が営まれたと考えるこ

とができるであろう。また金属器を保有していたことから、防府平野の井上山遺跡など瀬戸内沿いの

拠点集落とネットワークを持っていたことも想定され、他地域の社会状況の影響を十分に受けていた

ことも考えられる。Ⅳ地区は佐波川上流から中流域、そして防府平野にかけての一帯を一望できる良

好の地にあることから、集落における食料保管、それに伴う防御と周辺の監視という内的要因と、さ

らには対外的緊張関係という外的要因といったさまざまな状況により、当地に高地性集落が営まれた

と考える。今回の調査は、高地性集落の成立を考えるうえで良好な資料といえよう。

２　古代以降
　９世紀後半から10世紀後半にかけて、頂上部中央から東側で、住居跡や焼土跡などの遺構や須恵器・

土師器の遺物が確認された。このうち９世紀後半の遺構では、弥生時代遺構面を整地して、住居内外

における火の使用を示す焼土跡が特徴的である。また10世紀後半では頂上部を段カットして平坦面を

つくり柵跡などからなる生活面を構築している。当該期において丘陵上に一般集落が形成されること

は稀であることから、特別な性格を有した遺構であると指摘できる。松尾山から派生する周辺山麓には、

平安期から室町期に天皇院光明寺があったとされ、十数の坊からなる大規模な寺院跡があったとされる。

位置や規模等具体的な内容については明らかでないが、18年度調査でも同時期の遺物が散見されるこ

とから、今回の平安時代の遺構遺物についても関連性を考える必要があると思われる。今後周辺調査

が進めばその全体像が明らかになると考える。

　また、丘陵頂上部に位置する経塚は、主体部の構造が簡易で、土師質の土製経筒を用いることが特

徴的である。土師質経筒は形状が類似する下松市中宮経塚（時期不明）から判断すると、銅製経筒を

模倣した印籠蓋式の円筒経筒となる可能性がある。これに加え、簡略化された主体部構造や、埋納遺

物がみられないこと、経塚に伴うとみられる土師器皿の形状から考えて、ここでは経塚の時期を平安

時代末から鎌倉時代にかけてと考えておきたい。経塚が寺院や神社地域の高所に営まれることが一般

的であることからも、先に述べた天皇院光明寺との関連性が指摘できよう。
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図൛　１空中写真

遺跡遠景（南から）



図൛　̎

遺跡遠景（南東から）

調査区全景（東から）

空中写真



図൛　̏空中写真

Ⅳ地区（東から）

Ⅳ地区南半（東から）



図൛　̐ 空中写真

Ⅳ地区中央部（南東から）

Ⅳ地区北半（南東から）



図൛　̑空中写真

Ⅴ−１地区全景（西から）

Ⅴ−２地区全景（西から）



図൛　̒ Ⅳ地区

ＳＢ２完掘状況（北から）

ＳＢ３完掘状況（北東から）



図൛　̓Ⅳ地区

ＳＢ４炭化材出土状況（東から）

ＳＢ４完掘状況（東から）



図൛　̔ Ⅳ地区

ＳＢ９完掘状況（南東から）

ＳＢ 10完掘状況（南西から）



図൛　̕Ⅳ地区

ＳＢ１完掘状況（西から） ＳＢ５完掘状況（南東から）

ＳＢ 11完掘状況（南東から） ＳＢ６・７、ＳＸ 118完掘状況（南東から）

ＳＢ６・７、ＳＸ 118完掘状況（南西から） ＳＢ７出土土器（西から）

ＳＢ８完掘状況（西から） ＳＢ８出土土器（南から）



図൛　10 Ⅳ地区

ＳＫ 51完掘状況（東から）

ＳＫ 33土器出土状況（南西から）



図൛　11Ⅳ地区

ＳＫ 89土器出土状況（北東から） ＳＫ 89壁面（北東から）

ＳＫ 10完掘状況（南から） ＳＫ 10炭化種子出土状況（南から）

ＳＫ 89完掘状況（北東から）



図൛　12

ＳＫ 99土層断面（北東から） ＳＫ 99炭化米出土状況（西から）

ＳＫ 88完掘状況（西から） ＳＫ 88土器・炭化種子出土状況（西から）

Ⅳ地区

ＳＫ 99完掘状況（北東から）



図൛　13Ⅳ地区

ＳＫ 93土器出土状況（南から） ＳＫ 101完掘状況（北西から）

ＳＫ 105土器出土状況（北東から） ＳＫ 81・82完掘状況（北東から）

ＳＫ 19完掘状況（南から） ＳＫ 98完掘状況（南東から）

ＳＫ 74完掘状況（南東から） ＳＫ 100完掘状況（南から）



図൛　14

ＳＫ 20完掘状況（南西から） ＳＫ 86土器出土状況（南東から）

ＳＫ 92完掘状況（南から） ＳＫ 24・25完掘状況（北から）

ＳＫ 11・18完掘状況（南から） ＳＫ 28土器出土状況（東から）

ＳＫ 12・26完掘状況（東から） ＳＫ 21・52土器出土状況（西から）

Ⅳ地区



図൛　15Ⅳ地区

ＳＫ 40土器出土状況（南西から） ＳＫ 22完掘状況（南西から）

ＳＫ 1土器出土状況（南から） ＳＫ 33完掘状況（北東から）

ＳＫ 23完掘状況（南東から） ＳＫ 112土器出土状況（北東から）

ＳＫ 83完掘状況（東から） ＳＫ 56完掘状況（南西から）



図൛　16

ＳＫ 62完掘状況（南西から） ＳＫ 2土器出土状況（南東から）

ＳＫ 67完掘状況（南から） ＳＫ 3土器出土状況（南東から）

ＳＫ 84・85完掘状況（南東から） ＳＫ 77完掘状況（東から）

ＳＫ 87完掘状況（東から） ＳＫ 43完掘状況（南西から）

Ⅳ地区



図൛　17Ⅳ地区

ＳＫ 4土器出土状況（北西から） ＳＫ 57完掘状況（北東から）

ＳＫ 42完掘状況（西から） ＳＫ 41完掘状況（南東から）

ＳＫ 66完掘状況（南東から） ＳＫ 95完掘状況（南東から）

ＳＫ 103完掘状況（北西から） ＳＫ 97完掘状況（北西から）



図൛　18

ＳＫ 96完掘状況（北東から） ＳＫ 64土器出土状況（北西から）

ＳＫ 115完掘状況（西から） ＳＫ 8・16完掘状況（南東から）

ＳＫ 9完掘状況（南東から） ＳＫ 110完掘状況（北から）

ＳＫ 111完掘状況（北から） ＳＫ 116土器出土状況（南東から）

Ⅳ地区



図൛　19Ⅳ地区

ＳＫ 5完掘状況（南西から） ＳＫ 69完掘状況（南から）

ＳＫ 59土器出土状況（東から） ＳＫ 48土器出土状況（南から）

ＳＫ 50完掘状況（北東から） ＳＫ 53完掘状況（東から）

ＳＫ 70土器出土状況（東から） ＳＫ 75完掘状況（北から）



図൛　20

ＳＫ 15完掘状況（南から） ＳＫ 61完掘状況（南西から）

ＳＫ 79完掘状況（北東から） ＳＫ 80完掘状況（南東から）

ＳＤ 1・ＳＫ 36完掘状況（南から） ＳＤ２完掘状況（南から）

ＳＤ３・４・５完掘状況（東から） ＳＤ６完掘状況（北東から）

Ⅳ地区



図൛　21Ⅳ地区

階段状遺構　完掘状況（南から） ＳＢ 11西側階段状遺構　完掘状況（東から）

ＳＸ 31完掘状況（東から） ＳＸ 117完掘状況（北東から）

階段状遺構　完掘状況（北東から）



図൛　22

ＳＸ６・７土器出土状況（北東から） ＳＸ７土器出土状況（東から）

ＳＸ６完掘状況（北東から） ＳK 119 完掘状況（東から）

かまど跡（南から） ＳＰ 36内焼土（北から）

焼土跡１（南から） 焼土跡２（東から）

Ⅳ地区



図൛　23Ⅳ地区

７〜 12号段状遺構（北東から）

５号段状遺構（北東から）



図൛　24 Ⅳ地区

１・２・６号段状遺構（南西から）

ＳＢ２・３、ＳＤ６周辺（東から）



図൛　25Ⅳ地区

１号段状遺構（北東から） ４・５号段状遺構（南西から）

５号段状遺構（東から） ８号段状遺構（南西から）

７号段状遺構（北東から） 12号段状遺構（北東から）

10号段状遺構（北東から） 10号段状遺構土器出土状況（西から）
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経塚検出状況①（南から） 経塚検出状況③（南東から）

ＳＰ１検出状況（北から） 土師器出土状況（南東から）

経塚検出状況②（南東から）

Ⅳ地区



図൛　27Ⅴ地区

Ⅴ−１地区（西から） Ⅴ−２地区（北西から）

１号段状遺構（北から） ２号段状遺構（南東から）

３号段状遺構（北西から） ４号段状遺構（北西から）

ＳＫ１完掘状況（西から） ＳＫ２完掘状況（南西から）
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ＳＫ３遺物出土状況（東から） ＳＫ４完掘状況（南から）

ＳＫ５土器出土状況（北西から） ＳＫ６土器出土状況（北西から）

ＳＫ６土層断面（北西から） ＳＫ６土器出土状況（南東から）

ＳＫ７完掘状況（南西から） ＳＫ８完掘状況（西から）

Ⅴ地区
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出土石器③・鉄器
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炭化種子・炭化米

写真２　ムクロジ

写真１ａ　堅果類各種（左4列：カシ類、右2列：シイ類） 写真１ｂ　殻斗（アカガシ亜属）

写真３　炭化した種不明木本果実

写真４ａ　左:炭化米、右：穎の融着状態 写真４ｂ　炭化米 写真４ｃ　穎の融着状態

写真５　マメ類各種
（上段：ダイズ類似、下段:アズキ類似）

写真６ａ　アサ 写真６ｂ　不明種子
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所収遺跡名 種　別 主な時代 主 な 遺 構 主な遺物 特記事項

真尾猪の山遺跡
（Ⅳ・Ⅴ地区）

集落跡 弥生
古代

竪穴住居跡	 11棟
土坑	 121基
溝状遺構	 ６条
段状遺構	 18基
階段状遺構	 １基
性格不明遺構	 ５基
経塚	 １基
かまど跡	 １基
焼土跡	 ２基
柱穴	 755個

弥生土器
土師器
須恵器
土製品
石器
金属製品
炭化種子・
炭化米

弥生時代中期・終末期
の高地性集落跡
平安時代の遺構遺物
土師質経筒を持つ経塚

要　　約

　佐波川左岸の標高約80ｍ（比高40ｍ）の丘陵上に位置する、弥生時代中期、終
末期の高地性集落跡。集落の中心時期は中期で、頂上部および斜面に竪穴住居跡、
土坑などが多数確認された。土坑は121基確認され、それらの多くは貯蔵用として
機能していた。炭化種子・炭化米がまとまって出土した例もあり、当時の貯蔵方法
等を考える資料となる。急傾斜の斜面には、通路および生活空間としての段状遺
構が18基あり、限られた範囲の中で生活面確保の跡がうかがえる。出土遺物では、
７点の鉄器が出土したことが注目される。18年度調査の成果とあわせて、弥生時代
における高地性集落の性格や、当地域における集落の構造や推移を考えるうえで良
好な資料である。
　古代～中世においては、９～10世紀の遺構遺物が確認され、弥生遺構面を一部
整地して構築されている。経塚は、県内でも珍しい土師質経筒であり、簡易な主体
部構造とあわせて平安時代末から中世にかけてのものとみられる。この時期におけ
る遺構の性格は明らかでないが、遺跡周辺にはかつて松尾山天皇院光明寺（９世紀
創建、戦国期に焼失）があったとされ、関連性が指摘される。
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